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平成２３年平成２３年

８８ １１月月 日日

７月３日(日)、大田原市消防団消防操法競技会（市野沢小学校）

●  主な内容  ●●  主な内容  ●

東日本大震災による電力供給減少に伴い、使用電力の
15%削減に向けて、家庭や事業所での節電のご協力を
お願いいたします。
ただし、エアコンの控え過ぎなどによって、熱中症にな
らないよう十分注意してください。熱中症にならないた
めには、体調を整え、のどが渇いたと感じる前にこまめ
に水分や塩分の補給をするなどの対策が効果的です。

政策推進課政策推進係 　　 （２３）１９５１

★ 使用電力の15%削減にご協力ください

総　合　…………………………………… ２～ ３
　青少年健全育成市民大会、
　放射線に関する講演会、成人式  ほか
イベント　………………………………… ４～ ５
お知らせ　………………………………… ５～16
図書館・統計　………………………………… 17
芭蕉の館・彫刻周遊　………………………… 18
ハーモニーホール　…………………………… 19
フォトスケッチ　……………………………… 20通常業務（平日：月～金曜日）　午前８時30分～午後５時15分
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総　　合

　

７
月
２
日（
土
）、市
総
合
文
化
会
館
ホ

ー
ル
で
、「
青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
中
で
、
社
会
環
境
の
浄
化

と
青
少
年
の
健
全
育
成
・
非
行
の
防
止
を

テ
ー
マ
と
し
た
作
文
と
標
語
の
表
彰
が
行

わ
れ
、
10
名
の

小
中
学
生
が
最

優
秀
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

表
彰
式
終
了

後
に
は
、
受
賞

者
４
名
に
よ
る

作
文
発
表
、
作

家
石
川
結
貴
氏

に
よ
る
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

●
最
優
秀
賞
受
賞
者（
敬
称
略
）

【
作
文
の
部
】

　

橋
本　

夏
実（
片
田
小
６
年
）

　

相
澤　

茉
歩（
須
賀
川
小
５
年
）

　

沼
野
井
万
希
子（
野
崎
中
３
年
）

　

郡
司　

菜
奈
美（
佐
久
山
中
３
年
）

【
標
語
の
部
】

　

高
橋　

萌
寧（
大
田
原
小
３
年
）

　

小
林　

美
咲（
薄
葉
小
３
年
）

　

阿
部
未
侑
士（
西
原
小
５
年
）

　

若
林　

來
愛（
紫
塚
小
４
年
）

　

関
谷　

尚
志（
親
園
中
１
年
）

　

人
見　

祐
加（
金
田
北
中
３
年
）

■
問
い
合
わ
せ

　

少
年
指
導
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
２
２
）５
８
８
４

　

市
で
は
、
７
月
12
日（
火
）、
平
成
22
年

度
の
工
事
を
優
秀
な
成
績
で
完
成
さ
せ
た

建
設
業
者
の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
業
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
土
木
部
門

　

株
式
会
社
福
島
組

○
舗
装
部
門

　

株
式
会
大
岩
建
設

○
建
築
部
門

　

那
須
土
木
株
式
会
社

○
電
気
部
門

　

株
式
会
社
那
須
電
機
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

○
水
道
部
門

　

塩
那
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
株
式
会
社

■
問
い
合
わ
せ

　

検
査
課
検
査
担
当

　
　
　
（
２
３
）８
１
８
９

　

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

事
故
は
い
ま
だ
に
収
束
せ
ず
、
多
く
の
市

民
の
皆
様
が
放
射
線
に
対
し
不
安
を
抱
え

な
が
ら
生
活
し
て
い
る
状
況
が
続
い
て
い

ま
す
。
皆
様
が
少
し
で
も
安
心
し
た
生
活

を
送
る
た
め
に
放
射
線
量
の
現
状
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い

く
か
、
医
師
の
立
場
か
ら
解
説
し
ま
す
。

　

分
か
り
や
す
い
講
演
会
で
す
の
で
、
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時　

８
月
18
日（
木
）午
後
１
時

　

30
分
〜
２
時
50
分

●
場
　
所　

市
総
合
文
化
会
館
ホ
ー
ル

●
演
　
題　
「
大
田
原
市
の
放
射
線
リ
ス

　

ク
と
そ
の
対
応
」

●
講
　
師　

吉
成
小
児
科
医
院　

院
長

　

吉
成　

仁
見
先
生

●
対
象
者　

大
田
原
市
民（
ど
な
た
で
も

　

参
加
で
き
ま
す
）

●
定
　
員　

２
５
０
名

●
入
場
料　

無
料

●
申
込
方
法　

８
月
15
日（
月
）
ま
で
に

　

健
康
政
策
課
健
康
政
策
係
ま
で
電
話
で

　

申
し
込
み
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
健
康
政
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
４

　

大
田
原
、
湯
津
上
、
黒
羽
の
３
地
区
で
、

次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

●
該
当
者　

平
成
３
年
４
月
２
日
か
ら
平

　

成
４
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

●
式
典
へ
の
参
加

・
11
月
１
日
現
在
市
内
に
住
所
の
あ
る
方

　

は
、
12
月
上
旬
に
案
内
状
を
郵
送
し
ま

　

す
。

・
市
内
に
住
所
の
な
い
方
で
、
参
加
を
希

　

望
さ
れ
る
場
合
に
は
、
12
月
９
日（
金
）

　

ま
で
に
該
当
す
る
地
区
の
申
し
込
み
先

　

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・
参
加
す
る
場
合
の
開
催
地
区
は
、
下
記

　

の
出
身
中
学
校
ご
と
に
な
り
ま
す
。
変

　

更
希
望
の
あ
る
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

　

当
地
区
公
民
館
ま
で
電
話
で
ご
連
絡
く

　

だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

〈
大
田
原
地
区
〉

　

中
央
公
民
館
公
民
館
係

　
　
　
（
９
８
）７
１
１
５

〈
湯
津
上
地
区
〉

　

湯
津
上
地
区
公
民
館

　
　
　
（
９
８
）３
４
２
５

〈
黒
羽
地
区
〉

　

黒
羽
・
川
西
地
区
公
民
館

　
　
　
（
５
４
）０
１
８
４

青
少
年
健
全
育
成
市
民
大
会

優
良
建
設
業
者
を
表
彰

成
人
式

放
射
線
に
関
す
る
講
演
会
を
開
催

須賀川小 相澤茉歩さんの作文発表

大田原中・若草中
親園中・金田北中
金田南中・野崎中
佐久山中

湯津上中

川西中・黒羽中
須賀川中・両郷中

開催地区

大田原地区

湯津上地区

黒羽地区

対象者
（出身中学校） 日　　時 受付時間 会　　場

平成24年１月８日（日）
午前10時40分開式

平成24年１月３日（火）
午前９時開式

平成24年１月８日（日）
午前９時20分開式

午前９時30分
～10時

午前８時30分
～８時50分

午前８時30分
～９時10分

那須野が原
ハーモニーホール

湯津上庁舎
103・104会議室

大田原市
ピアートホール

【 平成23年度大田原市成人式典 】
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総　　合

　

６
月
26
日（
日
）、黒
羽
地
内
の
ホ
テ
ル

で
「
黒
羽
芭
蕉
の
里
全
国
俳
句
大
会
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
松
尾
芭
蕉
の「
お
く
の
ほ

そ
道
」紀
行
３
０
０
年
に
あ
た
る
平
成
元

年
度
に
旧
黒
羽
町
で
開
催
し
た
こ
と
に
始

ま
り
、
今
年
度
で
22
回
目
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

事
前
に
募
集
し
て
い
た
兼
題
の
部
に
は
、

全
国
各
地
の
７
１
８
名
か
ら
２
３
４
４
句

の
応
募
が
あ
り
、
大
会
当
日
の
席
題
の
部

に
も
１
４
４
名
が
参
加
し
て
投
句
。参
加

し
た
皆
さ
ん
は
、
俳
句
づ
く
り
の
腕
前
を

競
い
な
が
ら
も
、
俳
句
で
表
現
さ
れ
た
さ

ま
ざ
ま
な
情
景
を
た
っ
ぷ
り
堪
能
し
て
い

ま
し
た
。

　

選
者
に
は
、
本
市
ゆ
か
り
の
黒
田
杏
子

先
生
を
は
じ
め
、
各
方
面
で
ご
活
躍
中
の

５
名
の
先
生
方
を
お
招
き
し
て
選
句
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今
回
受
賞
し
た
作

品
と
作
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
推
薦
と

特
選
の
み
掲
載
、敬
称
略
）

黒
田
　
杏
子
　
選

○
推
薦（
栃
木
県
知
事
賞
）

　
貧
乏
を
笑
ひ
飛
ば
し
て
野
蒜
掘
る

　
栃
木
・
那
須
　
田
中
　
思
楼
　

○
特
選

　
田
植
機
の
夫
へ
差
し
出
す
三
時
の
水

大
田
原
　
大
髙
　
亢
子
　

　
二
人
分
と
言
ひ
つ
ゝ
二
人
大
根
蒔
く

栃
木
・
那
須
烏
山
　
久
郷
　
紅
楓
　

　
お
さ
な
き
日
住
み
し
黒
羽
さ
み
だ
る
る

栃
木
・
宇
都
宮
　
半
田
　
里
子
　

小
檜
山
繁
子
　
選

○
推
薦（
朝
日
新
聞
社
賞
）

　
あ
や
め
草
翁
は
足
に
我
は
湯
に

東
京
・
品
川
　
田
中
　
　
隆
　

○
特
選

　
土
を
見
て
風
の
色
み
て
種
下
す

栃
木
・
佐
野
　
亀
山
　
公
一
　

　
恋
猫
の
餠
の
ご
と
く
に
眠
り
を
り

埼
玉
・
さ
い
た
ま
　
橋
本
　
久
子
　

　
西
行
も
芭
蕉
も
踏
み
し
柳
蔭

千
葉
・
千
葉
　
大
久
保
文
夫
　

今
井
　
　
聖
　
選

○
推
薦（
下
野
新
聞
社
賞
）

　
寒
月
や
彼
の
喧
騒
の
懐
か
し
く

栃
木
・
宇
都
宮
　
細
谷
　
武
子
　

○
特
選

　
ふ
る
さ
と
の
除
夜
に
潜
み
し
別
の
闇

大
田
原
　
蓮
實
　
淳
夫
　

　
食
堂
の
鸚
鵡
に
別
れ
卒
業
す

栃
木
・
塩
谷
　
斎
藤
　
　
喆
　

　
花
見
よ
り
帰
れ
ば
犬
の
老
ひ
て
を
り

神
奈
川
・
茅
ケ
崎
　
金
丸
　
和
代
　

井
上
　
弘
美
　
選

○
推
薦（
栃
木
県
俳
句
作
家
協
会
長
賞
）

　
し
ん
か
ん
と
日
は
移
り
を
り
蝌
蚪
の
水

新
潟
・
長
岡
　
岡
地
　
蝶
児
　

○
特
選

　
仰
向
け
に
顔
剃
ら
れ
ゐ
て
終
戦
日

栃
木
・
宇
都
宮
　
大
貫
　
瑞
子
　

　
啄
木
忌
生
涯
母
を
負
は
ざ
り
き

埼
玉
・
春
日
部
　
髙
𣘺
　
邦
夫
　

桑
原
ま
さ
子
　
選

○
推
薦（
大
田
原
市
長
賞
）

　
猟
犬
の
音
な
く
走
る
那
須
野
原

東
京
・
世
田
谷
　
平
井
あ
い
子
　

○
特
選

　
万
緑
に
朱
き
鳥
居
の
火
種
ほ
ど

東
京
・
江
東
　
段
原
　
羊
子
　

　
麦
の
秋
叔
父
ひ
つ
そ
り
と
復
員
す

栃
木
・
那
須
塩
原
　
小
林
　
正
昭
　

　
ゴ
ム
印
の
弾
力
梅
の
咲
き
始
む

東
京
・
府
中
　
西
澤
み
ず
季
　

黒
田
　
杏
子
　
選

○
推
薦（
栃
木
県
知
事
賞
）

　
庭
先
に
蛍
点
滅
母
帰
る

栃
木
・
那
須
烏
山
　
久
郷
　
紅
楓
　

○
特
選

　
あ
る
き
出
す
一
歩
の
暗
し
蛍
の
夜

栃
木
・
鹿
沼
　
沼
尾
　
喜
子
　

小
檜
山
繁
子
　
選

○
推
薦（
朝
日
新
聞
社
賞
）

　
捕
虫
網
ま
ず
弟
を
捕
え
た
る

大
田
原
　
相
澤
　
和
子
　

○
特
選

　
年
寄
る
は
楽
し
哀
し
と
螢
呼
ぶ

岩
手
・
盛
岡
　
二
階
堂
光
江
　

今
井
　
　
聖
　
選

○
推
薦（
下
野
新
聞
社
賞
）

　
夏
木
立
テ
ン
ト
の
ひ
と
つ
か
ら
拍
手

神
奈
川
・
茅
ケ
崎
　
金
丸
　
和
代
　

○
特
選

　
は
な
し
て
は
ま
た
と
ら
へ
て
は
捕
虫
網

東
京
・
文
京
　
伊
藤
　
君
子
　

井
上
　
弘
美
　
選

○
推
薦（
栃
木
県
俳
句
作
家
協
会
長
賞
）

　
ほ
う
た
る
も
人
も
去
り
た
る
の
ち
の
闇

栃
木
・
宇
都
宮
　
手
塚
　
京
子
　

○
特
選

　
三
本
に
ひ
と
り
づ
つ
の
名
捕
虫
網

東
京
・
府
中
　
田
村
　
唯
子
　

桑
原
ま
さ
子
　
選

○
推
薦（
大
田
原
市
長
賞
）

　
蛍
火
や
い
ま
た
ん
た
ん
と
人
が
好
き

千
葉
・
君
津
　
北
野
　
耕
兵
　

○
特
選

　
先
生
の
愛
用
品
の
捕
虫
網

栃
木
・
矢
板
　
林
田
　
久
子
　

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
里
全
国
俳
句
大
会
事
務
局

　
（
文
化
振
興
課
文
化
振
興
係
）

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
８

五・七・五
で
描
か
れ
た
情
景
を
堪
能

　
第
22
回
黒
羽
芭
蕉
の
里
全
国
俳
句
大
会

兼
　
題
　
の
　
部

席
　
題
　
の
　
部
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り
ょ
く

あ
か

お　

  

じ

ふ
く  

い
ん

お

ほ
た
る 

て
ん 

め
つ

ほ
ち
ゅ
う　

 

あ
み

と
し   

よ

ほ
た
る

な
つ　

 

こ　

 

だ
ち

は
く  

し
ゅ

ほ
た
る  

び

黒田杏子先生による講評
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打
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上
げ
区
域 

立
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止
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本
年
も
「
芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
夏
ま
つ

り
」が
次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

見
る
方
も
参
加
す
る
方
も
大
い
に
楽
し

ん
で
、
く
ろ
ば
ね
夏
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ

ま
し
ょ
う
。

●
期
　
日　

８
月
15
日（
月
）

※
荒
天
中
止（
順
延
な
し
）

●
場
　
所　

那
珂
川
河
川
公
園（
黒
羽
向

　

町
）

●
イ
ベ
ン
ト
内
容

・
縁
日
コ
ー
ナ
ー（
午
後
５
時
〜
）

・
御
輿
渡
御

・
盆
踊
り
大
会（
午
後
６
時
30
分
〜
８
時
）

・
花
火
大
会（
午
後
８
時
〜
９
時
）

※
内
容
が
一
部
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

　

ま
す
。

●
主
　
催　

く
ろ
ば
ね
夏
ま
つ
り
実
行
委

　

員
会

○
立
入
禁
止
の
花
火
打
ち
上
げ
区
域
内
は
、

　

非
常
に
危
険
で
す
の
で
、
そ
の
中
に
は

　

絶
対
に
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○
那
珂
橋
歩
道
や
那
珂
川
歩
道
橋
で
は
、

　

通
行
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
、
立
ち

　

止
ま
ら
な
い
で
歩
い
て
く
だ
さ
い
。

○
混
雑
防
止
の
た
め
、
お
近
く
の
方
は
徒

　

歩
で
ご
来
場
く
だ
さ
る
よ
う
、
ご
協
力

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
車
で
来
場
す
る
方
は
、
案
内
図
中
の
指

　

定
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
駐
車
場
に
お
け
る

　

事
故
・
盗
難
な
ど

　

に
つ
い
て
は
、
主

　

催
者
側
で
は
一
切

　

責
任
を
負
い
か
ね

　

ま
す
。

○
黒
羽
商
工
会
脇
出
入
口

・

午
後
７
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
、
車
両

　

進
入
禁
止

・

午
後
９
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
、
国
道

　

２
９
４
号
へ
は
全
車
両
左
折
禁
止（
全

　

車
両
右
折
の
み
）

○
烏
山
信
用
金
庫
脇
出
入
口

　

午
後
３
時
か
ら
午
後
10
時
ま
で
、
車
両

　

通
行
止
め（
黒
羽
商
工
会
脇
出
入
口
を

　

ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
商
工
会

　
　
　
（
５
４
）０
５
６
８

　

大
田
原
市
観
光
協
会

　
　
　
（
５
４
）１
１
１
０

▲

▲

関係者
駐車場

駐
車
場

駐
車
場

300台

300台

駐
車
場

駐
車
場

250台
黒
羽
庁
舎
●

黒
羽
庁
舎
●

黒
羽
商
工
会
●

高岩●

那　

珂　

川

紺屋●

国
道
２
９
４
号

国
道
２
９
４
号

●
ホ
テ
ル
花
月

●
烏
山
信
用
金
庫

●
黒
羽
小
学
校

●
黒
羽
城
址
公
園

黒羽田町
公園
●

夏
ま
つ
り
会
場

仮
設
ト
イ
レ

至ＪＲ那須塩原駅

至 大田原市街 国道461号

湯坂川

那珂橋

国道
461号

那珂川歩道橋那珂川歩道橋

高岩大橋

至那須町

至那珂川町

至那珂川町

至大子町

くろばね夏まつり会場周辺案内図

●黒羽商工会
歩行者専用路

21:00～22:00
車両左折禁止

19:00～22:00
車両進入禁止

▲

▲

▲
▲

▲

●烏山信用金庫

15:00～22:00
車両通行止め

▲

▲

▲ ▲

烏山信用金庫脇出入口

黒羽商工会脇出入口

交
通
規
制
の
お
知
ら
せ

来
場
者
へ
の
お
願
い

第
24
回 

芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
夏
ま
つ
り

第
24
回 

芭
蕉
の
里
く
ろ
ば
ね
夏
ま
つ
り

８
／
15

思い思いの衣装で踊る盆踊り参加者の皆さん（昨年）
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古
い
扇
風
機
の
使
用
に
は

ご
注
意
く
だ
さ
い

●
主
　
催　

お
お
た
わ
ら
七
福
神
会
・
大

　

田
原
商
店
連
盟
・
大
田
原
市
観
光
協
会

●
共
　
催
　
那
珂
川
あ
ゆ
街
道
推
進
協
議
会

●
日
　
時

　

９
月
３
日（
土
）午
前
８
時
30
分
出
発

●
コ
ー
ス

　

大
田
原
市
総
合
文
化
会
館（
8
:30
発
）

　

↓
成
田
山【
弁
財
天
】（
バ
ス
乗
車
）↓
大

　

田
原
神
社【
恵
比
寿
神
】↓
光
真
寺【
大

　

黒
天
】↓
洞
泉
院【
布
袋
尊
】↓
正
法
寺

　
【
寿
老
尊
】↓
不
退
寺【
毘
沙
門
天
】↓
長

　

泉
寺【
福
録
寿
尊
】↓
黒
羽
観
光
や
な

　
（
昼
食
12
:30
〜
13
:30
）↓
な
か
が
わ
水

　

遊
園（
13
:50
〜
14
:50
）↓
道
の
駅
那
須

　

与
一
の
郷（
15
:10
〜
15
:50
）↓
大
田
原

　

市
総
合
文
化
会
館
前（
16
:00
着
）

●
定
　
員

　

30
名（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

●
参
加
費　

２
５
０
０
円（
や
な
昼
食
代
、

　

な
か
が
わ
水
遊
園
入
館
料
、
七
福
神
色

　

紙
、バ
ス
代
を
含
む
）

●
申
込
方
法　

８
月
31
日（
水
）午
後
２
時

　

ま
で
に
、左
記
ま
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
観
光
協
会

　
　
　
（
５
４
）１
１
１
０

●
主
　
催　

子
供
祭
り
実
行
委
員
会

●
共
　
催　

那
珂
川
あ
ゆ
街
道
推
進
協
議
会

●
開
催
趣
旨　

ア
ユ
と
の
触
れ
合
い
を
通

　

し
て
、
河
川
愛
護
の
精
神
を
育
み
、
地
域

　

の
交
流
を
深
め
る
。

●
日
　
時　

９
月
４
日
（
日
）
午
前
９
時
30

　

分
集
合
、正
午
終
了
予
定　

※
荒
天
中
止

●
場
　
所　

那
珂
川
河
川
公
園

　
（
那
珂
川
歩
道
橋
下
）

●
内
　
容　

ア
ユ
の
つ
か
み
取
り（
浅
い

　

プ
ー
ル
を
使
用
）、
飲
み
物
な
ど
の
無
料

　

配
布
、そ
の
他
各
種
イ
ベ
ン
ト

※
自
然
愛
護
と
社
会
貢
献
の
心
を
育
む
た

　

め
、
イ
ベ
ン
ト
終
了
後
、
河
原
の
ご
み
拾

　

い
を
行
い
ま
す
の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

●
対
象
者　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も（
小

　

学
校
低
学
年
以
下
は
、保
護
者
同
伴
）

●
参
加
費　

無
料

●
そ
の
他

・
着
替
え
な
ど
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

・
つ
か
み
取
り
の
ア
ユ
は
持
ち
帰
り
で
き

　

ま
す
の
で
、
ク
ー
ラ
ー
バ
ッ
ク
、
氷
を
ご

　

用
意
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法　

８
月
31
日（
水
）ま
で
に
、

　

左
記
ま
で
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
観
光
協
会

　
　
　
（
５
４
）１
１
１
０

　

熱
中
症
は
命
に
か
か
わ
る
病
気
で
す
が
、

予
防
法
を
知
っ
て
い
れ
ば
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

日
常
生
活
で
次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、

熱
中
症
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
常
生
活
で
の
注
意
事
項

①
外
出
時
は
帽
子
を
か
ぶ
り
、
室
内
で
は

　

扇
風
機
や
空
調
（
エ
ア
コ
ン
）
を
上
手
に

　

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

②
汗
を
吸
っ
て
服
の
表
面
か
ら
蒸
発
さ
せ

　

る
よ
う
な
衣
類
な
ど
服
装
を
工
夫
し
ま

　

し
ょ
う
。

③
こ
ま
め
に
水
分
を
補
給
し
ま
し
ょ
う
。

④
暑
さ
に
は
徐
々
に
慣
れ
る
よ
う
工
夫
し
、

　

急
に
暑
く
な
る
日
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

⑤
日
ご
ろ
か
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
で
汗

　

を
か
く
習
慣
を
身
に
付
け
、
暑
さ
に
備

　

え
た
体
作
り
を
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　
　
　
（
２
２
）３
１
５
２

　

節
電
の
た
め
、
エ
ア
コ
ン
よ
り
扇
風
機
、

ま
た
は
エ
ア
コ
ン
と
併
用
す
る
た
め
と
い

う
こ
と
で
長
期
間
使
っ
て
い
な
か
っ
た
扇

風
機
を
久
し
ぶ
り
に
使
う
と
い
う
方
は
、

十
分
注
意
が
必
要
で
す
。

　

古
く
な
っ
た
扇
風
機
は
、
モ
ー
タ
ー
の

軸
受
部
の
潤
滑
油
が
消
耗
し
て
モ
ー
タ
ー

が
過
熱
発
火
し
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
が
絶
縁
劣
化
し

た
た
め
シ
ョ
ー
ト
発
火
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。昨
年
全
国
で
35
件
発
生
し
て
お
り
、

そ
の
う
ち
20
件
と
発
生
件
数
の
約
半
数
以

上
が
老
朽
化
し
た
古
い
扇
風
機
に
よ
る
も

の
で
し
た
。

●
注
意
事
項

　

次
の
項
目
の
一
つ
で
も
該
当
す
る
場
合

　

は
、
す
ぐ
に
使
用
を
中
止
し
、
電
源
プ
ラ

　

グ
を
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
抜
い
て
適
切
に

　

破
棄
す
る
か
、
電
器
店
や
メ
ー
カ
ー
な

　

ど
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
動
か
な
い
。

○
動
い
て
も
、
フ
ァ
ン
の
回
転
が
異
常
に

　

遅
い
な
ど
不
規
則
で
あ
る
。

○
フ
ァ
ン
が
回
転
す
る
と
き
に
異
常
な
音

　

や
振
動
が
す
る
。

○
モ
ー
タ
ー
部
分
が
異
常
に
熱
か
っ
た
り
、

　

焦
げ
臭
い
に
お
い
が
し
た
り
す
る
。

○
電
源
コ
ー
ド
が
折
れ
曲
が
っ
た
り
破
損

　

し
た
り
し
て
い
る
。

○
電
源
コ
ー
ド
に
触
れ
る
と
、
動
い
た
り
、

　

動
か
な
か
っ
た
り
と
不
安
定
で
あ
る
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
地
区
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部

　

警
防
課

　
　
　
（
２
２
）３
１
５
２

昨年のアユつかみ取り

熱
中
症
を
防
ぐ
た
め
に

お
お
た
わ
ら
七
福
神
と
那
珂
川

あ
ゆ
街
道
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

お
お
た
わ
ら
七
福
神
と
那
珂
川

あ
ゆ
街
道
め
ぐ
り
参
加
者
募
集

こ
ど
も
祭
り
★
ア
ユ
つ
か
み
取
り

参
加
者
募
集

こ
ど
も
祭
り
★
ア
ユ
つ
か
み
取
り

参
加
者
募
集
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台
風
や
豪
雨
な
ど
に
よ
り
河
川
が
増
水

し
や
す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

　

震
災
に
よ
り
被
害
を
受
け
た
那
珂
川
の

堤
防
な
ど
応
急
的
な
補
修
を
行
い
ま
し
た

が
、
地
表
か
ら
見
え
な
い
亀
裂
や
、
土
の
緩

み
が
あ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

大
雨
・
洪
水
に
は
例
年
以
上
の
警
戒
が

必
要
で
す
。

　

万
が
一
の
河
川
の
は
ん
ら
ん
に
備
え
て
、

普
段
か
ら
避
難
先
や
避
難
ル
ー
ト
を
、
市

役
所
が
作
成
し
て
い
る
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
堤
防
の
崩
れ
・
ひ
び
割
れ
・
漏

水
な
ど
を
発
見
さ
れ
ま
し
た
ら
、
次
の
い

ず
れ
か
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

○
常
陸
河
川
国
道
事
務
所

　
　
　

０
２
９（
２
４
０
）４
０
６
１

○
那
珂
川
上
流
出
張
所

　
　
　

０
２
８
７（
８
２
）３
３
６
５

　

雨
量
・
水
位
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
電
話
応
答
装
置
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
常
陸
河
川
国
道
事
務
所

　
　
　

http://w
w
w
.ktr.m

lit.go.jp/

　
　
　

hitachi/index.htm

○
川
の
防
災
情
報

　
　
　

http://i.river. go.jp

○
雨
量
・
水
位
情
報
電
話
応
答
装
置

　
　
　

０
２
９（
２
４
０
）４
１
０
２

■
問
い
合
わ
せ

　

国
土
交
通
省
常
陸
河
川
国
道
事
務
所

　
　
　

０
２
９（
２
４
０
）４
０
６
１

○
道
路
敷
に
樹
木
が
張
り
出
し
て
い
ま
せ

　

ん
か
。

　

樹
木
が
車
道
や
歩
道
に
倒
れ
た
り
枝
が

　

折
れ
て
落
下
し
た
た
め
に
、
通
行
人
が

　

け
が
を
し
た
り
車
が
破
損
し
た
場
合
、

　

被
害
者
か
ら
損
害
賠
償
を
請
求
さ
れ
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

○
樹
木
を
適
切
に
管
理
し
て
い
ま
す
か
。  

　

樹
木
が
道
路
を
覆
っ
た
り
、
道
路
に
張

　

り
出
し
た
り
す
る
と
、
車
の
視
界
を
さ

　

え
ぎ
り
事
故
の
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

所
有
者
ま
た
は
管
理
者
の
方
に
は
樹
木

　

の
適
切
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
次
の
よ
う
な
行
為
は
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　

道
路
敷
に
看
板
や
の
ぼ
り
旗
な
ど
を
置

　

い
た
り
す
る
と
、
街
並
み
や
景
観
が
悪

　

化
す
る
だ
け
で
な
く
、
歩
行
者
や
車
の

　

通
行
の
さ
ま
た
げ
と
な
り
、
大
変
危
険

　

で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
大
田
原
土
木
事
務
所

　

管
理
課

　
　
　
（
２
３
）６
６
１
３

　

保
全
第
一
課

　
　
　
（
２
３
）６
５
４
３

　

市
道
路
維
持
課

　
　
　
（
２
３
）８
７
１
７

　

ご
み
な
ど
の
野
外
焼
却
は
、
法
令
な
ど

（
廃
棄
物
処
理
法
･
悪
臭
防
止
法
・
栃
木

県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
な

ど
）に
よ
り
、原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

家
庭
か
ら
出
た
ご
み
・
植
木
の
せ
ん
定

枝
・
落
ち
葉
・
農
業
用
廃
材
な
ど
を
、
屋

外（
素
掘
り
の
穴
・
ド
ラ
ム
缶
・
簡
易
焼

却
炉
な
ど
）で
焼
却
す
る
こ
と
は
、
火
災
や

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
な
ど
の
有
害
物
質
の
発
生
、

さ
ら
に
は
節
電
対
策
の
た
め
窓
を
開
け
て

い
る
家
庭
へ
悪
影
響
を
及
ぼ
す
な
ど
周
辺

住
民
の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

　

廃
棄
物
処
理
法
で
は
、
廃
棄
物
を
焼
却

し
た
場
合
、「
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は

１
千
万
円
以
下
の
罰
金
又
は
こ
れ
ら
の
併

科
」に
処
せ
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
社
会
の
慣
習
上
や
む
を
得
な

い
場
合
、
ま
た
は
生
活
環
境
に
与
え
る
影

響
が
少
な
い
場
合
は
除
か
れ
ま
す
。

　

ご
み
は
、
市
の
指
定
袋
に
入
れ
て
、「
燃

や
せ
る
ご
み
」と
し
て
指
定
日
に
、
お
住
ま

い
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
出
し
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、せ
ん
定
し
た
枝
は
、収
集
車
に
入

る
大
き
さ（
50
㎝
程
度
）に
切
っ
て
、
束
ね

て
出
す
か
、黒
羽
地
区
の
亀
久
に
あ
り

ま
す「
緑
資
源
リ
サ
イ
ク
ル
施
設（
５
４
‐

０
９
２
１
）」に
直
接
搬
入
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

な
お
、
農
業
用
廃
材
に
つ
い
て
は
、
購
入

先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

《
参
考
》

◎
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

　

律
第
16
条
の
２

　

何
人
も
、
次
に
掲
げ
る
方
法
に
よ
る
場

　

合
を
除
き
、
廃
棄
物
の
焼
却
を
し
て
は

　

な
ら
な
い
。

１
一
般
廃
棄
物
処
理
基
準
、
特
別
管
理
一

　

般
廃
棄
物
処
理
基
準
、
産
業
廃
棄
物
処

　

理
基
準
又
は
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
処

　

理
基
準
に
従
っ
て
行
う
廃
棄
物
の
焼
却

２
他
の
法
令
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
処
分
に

　

よ
り
行
う
廃
棄
物
の
焼
却

３
公
益
上
若
し
く
は
社
会
の
慣
習
上
や
む

　

を
得
な
い
廃
棄
物
の
焼
却
又
は
周
辺
地

　

域
の
生
活
環
境
に
与
え
る
影
響
が
軽
微

　

で
あ
る
廃
棄
物
の
焼
却
と
し
て
政
令
で

　

定
め
る
も
の

■
問
い
合
わ
せ

　

生
活
環
境
課
環
境
政
策
係

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
６

台
風
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
樹
木
の

適
切
な
管
理
を
お
ね
が
い
し
ま
す

野
外
焼
却
禁
止
の
お
知
ら
せ

国
土
交
通
省
常
陸
河
川
国
道

事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ

台
風
・
洪
水
に
備
え
て

土
・
日
・
祝
日
・
夜
間
の
漏
水
、

水
道
工
事
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
は
、

「
大
田
原
管
工
事
工
業
協
同
組
合
」へ

●
大
田
原
・
湯
津
上
地
区

　
　

０
９
０
‐
７
２
３
４
‐
４
４
６
２

●
黒
羽
地
区

　
　

０
９
０
‐
２
１
５
７
‐
１
５
１
３
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お知らせ

●
日　

時　

９
月
３
日
(土
)

　

午
前
10
時
〜
午
後
２
時
、
雨
天
決
行

●
場　

所　

大
田
原
体
育
館
(市
役
所
前
)

●
内
容
・
出
店
者
募
集

　

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
も
っ
た
い

　

な
い
運
動
や
食
の
問
題
に
つ
い
て
考
え

　

ま
す
。

○
内　

容

・
リ
サ
イ
ク
ル
家
庭
用
品
の
出
店

　

(40
店
募
集
・
先
着
順
)

・
農
・
畜
産
の
出
店

　

(５
店
募
集
・
先
着
順
)

・
省
エ
ネ
製
品
Ｐ
Ｒ
出
店

　

(５
店
募
集
・
先
着
順
)

・
実
演
コ
ー
ナ
ー

　

健
康
ぞ
う
り
作
り
、
マ
イ
箸
作
り

○
出
店
受
付
日
時
・
場
所

　

８
月
20
日
(土
)

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

○
出
店
受
付
場
所

　

大
田
原
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

　

(ユ
ー
ア
イ
館
内
、
大
田
原
市
住
吉
町

　

１
‐
７
‐
１
(営
林
署
跡
地
)

　
　
　

(２
４
)３
７
７
８

○
出
店
料　

１
区
画
(２
・
５
ｍ
×
２
・

　

５
ｍ
)　

５
０
０
円

●
主　

催　

大
田
原
市
く
ら
し
の
会

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
く
ら
し
の
会
会
長　

菊
池

　
　
　

(２
２
)６
１
９
４

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

　
　
　

(２
３
)８
７
０
６

　

預
金
金
利
が
低
い
た
め
、
金
融
商
品

(未
公
開
株
や
社
債
な
ど
)の
架
空
の
儲
け

話
を
勧
誘
す
る
悪
質
業
者
が
後
を
絶
ち
ま

せ
ん
。
最
近
で
は
医
療
機
関
に
投
資
す
る

と
い
っ
た
内
容
で
お
金
を
だ
ま
し
取
る
新

た
な
事
例
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

医
療
機
関
の
建
設
事
業
に
投
資
す
れ
ば

高
金
利
で
配
当
が
あ
る
な
ど
と
い
う
内
容

で
、
そ
も
そ
も
「
投
資
」
と
は
資
を
投
げ

る
と
い
う
こ
と
な
の
で
確
実
に
儲
か
る
と

い
う
こ
と
は
無
い
と
考
え
た
方
が
良
い
の

で
す
が
、
悪
質
業
者
は
「
元
本
保
証
」

「
絶
対
に
儲
か
る
」な
ど
と
言
葉
巧
み
に
勧

誘
し
、「
今
な
ら
」「
あ
な
た
だ
け
」
な

ど
と
契
約
を
急
が
せ
、
断
る
と
損
を
し
て

し
ま
う
よ
う
な
錯
覚
を
さ
せ
、
そ
の
場
で

契
約
を
せ
ま
っ
て
く
る
の
で
す
。

　

ま
た
、
出
会
い
系
サ
イ
ト
な
ど
で
は
、

お
金
を
譲
り
た
い
と
の
内
容
で
興
味
を
引

き
付
け
、
今
す
ぐ
あ
な
た
の
口
座
に
振
り

込
む
な
ど
と
気
を
持
た
せ
、
や
り
取
り
を

引
き
延
ば
さ
れ
、
気
が
つ
く
と
高
額
な
利

用
料
金
を
請
求
さ
れ
て
い
た
と
言
っ
た
ト

ラ
ブ
ル
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。
う
ま
い

話
に
は
裏
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

　
　【ト

ラ
ブ
ル
を
避
け
る
た
め
に
】

・
自
分
だ
け
が
儲
か
る
よ
う
な
う
ま
い
話

　

は
な
い
の
で
、
き
っ
ぱ
り
断
り
ま
し
ょ

　

う
。

・
電
話
や
メ
ー
ル
だ
け
の
や
り
取
り
は
、

　

相
手
の
特
定
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
後

　

で
だ
ま
さ
れ
た
こ
と
に
気
が
つ
い
て
も

　

お
金
を
取
り
戻
す
こ
と
は
と
て
も
困
難

　

で
す
。
そ
の
場
で
判
断
せ
ず
、
契
約
す

　

る
こ
と
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
少
し
で
も
不
審
な
点
が
あ
る
場
合
に
は

　

取
引
を
見
合
わ
せ
、
ま
わ
り
の
人
や
消

　

費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(２
３
)６
２
３
６

《
臨
時
休
館
日
》

　

８
月
15
日(

月)

、
16
日(

火)

第
５
回
消
費
者
ま
つ
り
の

開
催
・
出
店
者
募
集

《
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
情
報
》

儲
け
話
の
ト
ラ
ブ
ル

◆ゆずってほしい

◆ゆずりたい ※有料希望は受け付けません

不用品登録状況（７月15日）

●お母さん・お子さん向け
　歩行器、ベビーベッド、学習机
　野崎幼稚園制服
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　スチールベッド、エレクトーン
　サイドボード、二層式洗濯機
　藤椅子三点セット
●その他
　毛布、生ごみ処理機

●お母さん・お子さん向け
　抱っこひも
●家具・インテリア・電化製品・楽器
　ミシン、自転車、ラジカセ
　冷蔵庫、地デジ対応テレビ
　炊飯ジャー、マッサージチェア
　アップライトピアノ
●その他
　毛布、織機、組紐の組台、糸車、人台
●注意事項
○登録情報が一致した場合は、ゆず
　りたい方の電話番号のみをゆずっ
　てほしい方にお教えしますので、

　その後は当人同士で交渉を行っ
　てください。
○交渉の成立、不成立に関わらず、
　結果を報告してください。その報
　告をもって交渉成立の場合は登
　録内容を抹消します。
○「無償」としますので金品の要求な
　どはしないでください。万が一、金
　銭トラブルなどが起きた場合で
　も、取引に関し責任は負いません。
○対象は市内在住の個人とします
　ので事業者や法人の利用は固く
　お断りします。
○登録内容の有効期限は登録した翌
　月から３カ月とし、引き続き登録をし
　たい場合はその旨ご連絡ください。
※太字は展示品になります。

くらし情報館情報くらし情報館情報

■登録先・問い合わせ
　くらし情報館　　（４７）７３７９
　　管理者　大田原市くらしの会
　　場　所　中央１-２-１４
　　　　　　あらまち蔵屋敷内
　　開館日時
　　８月１日（月）、３日（水）、５日（金）、
　　　　   ６日（土）、10日（水）、17日（水）、
　　　　   19 日（金）、21日（日）、25日（木）、
　　　　   27 日（土）、29日（月）、31日（木）
　　いずれも午前10時から午後３時
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お知らせ

●
日
　
時　

８
月
25
日（
木
）午
後
１
時
15

　

分
〜
３
時
、開
場
は
正
午

●
場
　
所　

那
須
野
が
原
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ

　

ー
ル　

大
ホ
ー
ル

●
テ
ー
マ

　
「
健
や
か
ラ
イ
フ
を
目
指
し
て
！

　
　
　

〜
生
活
習
慣
病
の
予
防
対
策
〜
｣

●
講
　
師　

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

　

順
天
堂
大
学
医
学
部
教
授
兼
カ
ナ
ダ
ト

　

ロ
ン
ト
大
学
医
学
部
教
授
。１
９
６
８

　

年
、大
阪
大
学
医
学
部
卒
業
。

　

１
９
９
４
年
、
大
阪
大
学
第
一
内
科
医

　

員
、助
手
、講
師
を
経
て
現
職
。

　

日
本
糖
尿
病
学
会
常
務
理
事
等
学
会
活

　

動
多
数
、
第
45
回
日
本
糖
尿
病
学
会
総

　

会
会
長
な
ど
。Ｎ
Ｈ
Ｋ「
き
ょ
う
の
健
康
」、

　
「
た
め
し
て
ガ
ッ
テ
ン
」な
ど
テ
レ
ビ
出

　

演
多
数
。

●
対
象
者　

大
田
原
市
民

●
定
　
員　

１
１
０
０
名

●
入
場
料　

無
料

●
修
了
証
な
ど　

全
４
回
の
講
演
会
を
す

　

べ
て
受
講
し
た
方
に
、
記
念
品
と
修
了

　

証
を
贈
呈
い
た
し
ま
す
。「
受
講
カ
ー
ド
」

　

は
、当
日
受
付
で
配
布
し
ま
す
。

●
申
込
方
法　

事
前
の
申
し
込
み
は
不
要
。

　

受
講
を
ご
希
望
の
方
は
、
セ
ミ
ナ
ー
当

　

日
、直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
主
　
催　

大
田
原
市
健
康
長
寿
都
市
推

　

進
委
員
会
・
大
田
原
市

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
市
健
康
長
寿
都
市
推
進
委
員
会

　

事
務
局（
健
康
政
策
課
内
）

　
　
　
（
２
３
）８
７
０
４

●
健
康
診
査
受
診
を
お
願
い
し
ま
す

　

高
齢
社
会
に
入
り
健
康
へ
の
関
心
は

年
々
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
日
々
の
食
生
活

や
運
動
な
ど
の
生
活
習
慣
に
よ
り
、
個
々

人
の
体
の
状
態
は
変
わ
り
ま
す
。
長
年
に

わ
た
る
生
活
習
慣
が
、
病
気
の
発
症
誘
因

と
な
る
こ
と
が
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
か
ら
明

ら
か
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
生
活
習
慣
病
は
、
病
気
が
発

症
す
る
ま
で
兆
候
が
な
い
の
が
ほ
と
ん
ど

で
、
発
病
し
て
か
ら
｢健
診
を
受
け
て
い

れ
ば
…
｣と
思
わ
れ
る
事
例
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、
日
頃
ご
自
身
の
体
の
状
態

を
ど
の
よ
う
な
方
法
で
確
認
し
て
い
ま
す

か
？
自
分
の
自
覚
症
状
に
頼
る
こ
と
な
く
、

血
液
検
査
や
尿
検
査
、
心
電
図
、
眼
底
検

査
な
ど
の
科
学
的
な
検
査
結
果
に
よ
り
、

ご
自
身
の
体
が
｢ど
の
よ
う
な
状
況
な
の

か
｣が
明
ら
か
に
な
り
ま
す
。
中
年
期
に

入
る
と
、
毎
日
の
生
活
習
慣
か
ら
自
分
で

は
気
付
か
な
い
変
化
を
き
た
し
て
い
る
こ

と
が
間
々
あ
り
ま
す
。

　

健
康
長
寿
都
市
を
目
指
す
大
田
原
市
は
、

元
気
で
活
力
の
あ
る
市
民
生
活
が
営
ま
れ

る
よ
う
、
循
環
器
病
(脳
や
心
臓
の
血
の

め
ぐ
り
の
病
気
)の
早
期
発
見
に
必
要
な

検
査
項
目
を
独
自
に
導
入
し
た
健
診
を
企

画
し
、
よ
り
有
効
で
市
民
の
皆
さ
ん
が
受

診
し
や
す
い
健
診
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

健
康
診
査
の
受
診
に
よ
り
健
康
の
保

持
・
増
進
が
図
ら
れ
、
疾
病
予
防
、
ひ
い

て
は
医
療
費
や
健
康
保
険
税
な
ど
の
削
減

に
繋
が
り
ま
す
。
ご
自
身
の
体
の
健
康
状

態
を
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
和
や
か
な

家
庭
生
活
や
活
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り

に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ご
自
身

の
未
来
の
た
め
に
｢年
に
一
度
は
健
康
診
査

受
診
｣を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

健
康
診
査
へ
の
理
解
と
受
診
勧
奨
に
あ

た
っ
て
は
、
各
地
域
の
保
健
委
員
さ
ん
の

ご
協
力
に
よ
り
健
診
申
込
書
の
配
布
、
取

り
ま
と
め
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
受

診
率
の
向
上
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
も
受
診
率
は
45
％

に
達
し
て
い
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
な
る
健
康
づ
く
り
の
推
進
に
は
、

未
だ
健
康
診
査
を
受
け
て
い
な
い
方
々
に

受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

本
年
も
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
未
受
診
の

方
が
受
診
く
だ
さ
る
よ
う
受
診
勧
奨
の
お

知
ら
せ
を
い
た
し
ま
す
の
で
、
積
極
的
に

健
康
診
査
の
受
診
を
お
願
い
し
ま
す
。

＊
生
活
習
慣
病

　

不
規
則
な
食
生
活
、
運
動
不
足
、
喫
煙
、

　

多
量
飲
酒
な
ど
の
生
活
習
慣
が
要
因
と

　

な
っ
て
発
症
し
、
進
行
す
る
病
気

＊
平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
特
定
健
康
診

　

査
(40
歳
〜
74
歳
の
方
が
受
け
る
健
康

　

診
査
)は
、
個
々
人
の
加
入
す
る
医
療

　

保
険
者
に
実
施
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
い

　

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
成
人
健
康
係

　
　
　

(２
３
)７
６
０
１

年
に
一
度
の「
健
康
診
査
」で

あ
な
た
の
健
康
状
態
の
確
認
を
！

平
成
23
年
度
大
田
原
市
健
康

長
寿
都
市
健
康
セ
ミ
ナ
ー

（
第
１
回
）開
催

河盛　隆造氏
（順天堂大学医学部教授）

　

大
田
原
市
国
民
健
康
保
険
加
入
の
40

歳
〜
64
歳
で
過
去
３
年
間
の
健
康
診
査

受
診
歴
が
な
い
方
を
対
象
に
、
特
定
健

康
診
査
等
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

○
期
　
間　

８
月
上
旬
〜
下
旬

○
方
　
法

①
対
象
と
な
る
方
へ
個
別
に
通
知
。

②
電
話
や
個
別
訪
問
等
に
よ
る
健
診
の

　

ご
案
内
を
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

本
当
に
あ
な
た
は
健
康
で
す
か
？

本
当
に
あ
な
た
は
健
康
で
す
か
？

〜
特
定
健
康
診
査
を
受
診
し
て
い
な
い

方
へ
〜【

お
詫
び
と
訂
正
】

　
広
報
お
お
た
わ
ら
７
月
15
日
号
10
ペ

ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
集
団
健
診

の
会
場
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

●
訂
正
箇
所

　
集
団
健
診
８
月
29
日
(月
)の
会
場

　
(誤
)　
金
田
南
地
区
公
民
館

　
　
　
　
　
　
←

　
(正
)　
奥
沢
小
学
校
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●
食
中
毒
と
は

　

病
原
性
微
生
物
や
有
害
な
化
学
物
質
、

　

有
害
な
成
分
を
含
む
食
品
や
飲
料
水
を

　

摂
取
し
て
お
こ
る
急
性
の
健
康
障
害
の

　

こ
と
で
す
。

○
食
中
毒
の
症
状

・
下
痢
・
腹
痛
・
頭
痛
・
発
熱
・
嘔
吐

○
食
中
毒
に
は

・
細
菌
性
食
中
毒

　

病
原
性
大
腸
菌
、
サ
ル
モ
ネ
ラ
、
腸
炎

　

ビ
ブ
リ
オ
、
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
黄

　

色
ブ
ド
ウ
球
菌
、
ボ
ツ
リ
ヌ
ス
菌
な
ど

・
ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒

・
化
学
性
食
中
毒

　

ヒ
ス
タ
ミ
ン
等
(ア
レ
ル
ギ
ー
食
中
毒
)、

　

農
薬
、
有
機
水
銀
、
ヒ
素
、
鉛
中
性
洗

　

な
ど

・
自
然
毒
食
中
毒

　

フ
グ
毒
、
毒
き
の
こ
、
毒
草
、
か
び
菌

　

な
ど

●
細
菌
性
食
中
毒
に
つ
い
て

・
発
生
は
５
月
〜
10
月
の
間
が
多
く
み
ら

　

れ
ま
す

《
細
菌
が
繁
殖
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件
》

　

①
温
度
、
②
水
分
、
③
栄
養
分

　

こ
れ
ら
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
し
ま
し
ょ
う

○
細
菌
性
食
中
毒
予
防
の
３
原
則

１
細
菌
を
つ
け
な
い

　

手
洗
い
と
洗
浄
(清
潔
・
洗
浄
)

・
肉
な
ど
を
触
っ
た
手
や
包
丁
で
生
野
菜
は

　

触
ら
な
い
、
切
ら
な
い

・
肉
、
魚
、
卵
な
ど
を
扱
う
前
後
は
手
を

　

洗
う

・
包
丁
、
布
き
ん
、
ま
な
板

　

な
ど
使
用
前
後
は
、
洗
っ

　

て
か
ら
熱
湯
を
か
け
る
と

　

消
毒
効
果
が
あ
る

２
細
菌
を
増
や
さ
な
い

　

調
理
し
た
ら
す
ぐ
食
べ
る
(冷
却
・
迅

　

速
)

・
室
温
に
長
く
放
置
し
な
い

３
細
菌
を
や
っ
つ
け
る

　

加
熱
調
理
(加
熱
・
殺
菌
）

・
加
熱
し
て
調
理
す
る
食
品
は
十
分
に
加

　

熱
す
る

○
死
亡
率
の
高
い
食
中
毒
に
注
意

　

特
に
サ
ル
モ
ネ
ラ
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、

　

腸
管
出
血
性
大
腸
菌

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
政
策
課
健
康
危
機
対
策
係

　
　
　

(２
３
)８
９
７
５

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
は

　

大
田
原
市
が
平
成
18
年
度
か
ら
市
内
に

　

３
か
所
設
置
し
、
市
内
の
社
会
福
祉
法

　

人
お
よ
び
医
療
法
人
(６
法
人
)か
ら
職

　

員
が
出
向
し
て
い
ま
す
。

　

主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
、
社
会
福
祉

　

士
、
看
護
師
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、

　

高
齢
者
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
３

　

人
は
そ
れ
ぞ
れ
専
門
分
野
を
持
っ
て
い

　

ま
す
が
、
専
門
分
野
の
仕
事
を
行
う
の

　

で
は
な
く
、
互
い
に
連
携
を
と
り
な
が

　

ら
｢チ
ー
ム
｣と
し
て
総
合
的
に
高
齢
者

　

を
支
え
ま
す
。

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
主
な
仕
事

①
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
ご
と
(総
合
相
談
)

・
近
所
の
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
が
心
配

　

な
ど
、
総
合
相
談
か
ら
必
要
な
関
係
機

　

関
に
つ
な
ぎ
、
つ
な
い
だ
あ
と
も
支
援

　

を
行
い
ま
す
。

②
介
護
や
健
康
の
こ
と
(介
護
予
防
ケ
ア

　

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
)

・
介
護
予
防
プ
ラ
ン
を
作
り
た
い
・
要
介

　

護
認
定
の
申
請
を
頼
み
た
い
な
ど

③
権
利
を
守
る
こ
と
(権
利
擁
護
)

・
悪
質
な
訪
問
販
売
の
被
害
に
あ
っ
た

・
財
産
管
理
に
自
信
が
な
く
な
っ
た
な
ど

④
暮
ら
し
や
す
い
地
域
の
た
め
の
活
動
(包

　

括
的
・
継
続
的
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

・
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
サ
ー
ビ
ス
事
業

　

者
、
医
療
機
関
な
ど
と
連
絡
調
整
な
ど

　

を
行
い
ま
す
。

⑤
大
田
原
警
察
署
の
指
導
を
受
け
｢シ
ル

　

バ
ー
交
通
安
全
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
｣と
し

　

て
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
の
た
め

　

に
活
動
し
て
い
ま
す
。

⑥
市
高
齢
い
き
が
い
課
介
護
予
防
係
と
連

　

携
を
と
り
、
高
齢
者
ほ

　

ほ
え
み
セ
ン
タ
ー
や
各

　

老
人
ク
ラ
ブ
に
出
向
き
、

　

介
護
予
防
に
取
り
組
ん
で

　

い
ま
す
。

●
市
内
に
あ
る
３
か
所
の
地
域
包
括
支
援

　
セ
ン
タ
ー

・
開
所
日　

月
〜
金
曜
日
(平
日
）

・
開
所
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

　

時
15
分

・
相
談
料　

無
料

■
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
い
き
が
い
課

　

基
幹
型
支
援
セ
ン
タ
ー
係

　
　
　

(２
３
)８
７
５
７

感
染
症
に
つ
い
て
②

食
中
毒
を
予
防
し
ま
し
ょ
う

若草１-８３２
大田原保健センター内
　　（２０）１００１

浅香３-３５７８-１７
大田原市福祉センター内
　　（２０）２７１０

黒羽田町８４８
　　（５３）１８８０

大田原小・紫塚小学区・
金田北・金田南

西原小学区・親園・
野崎・佐久山

湯津上・黒羽

中央地域包括
　支援センター

西部地域包括
　支援センター

東部地域包括
　支援センター

名　　称 担当地区 住所・電話番号

こ
ん
な
と
き
お
役
に
た
ち
ま
す
！

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

高
齢
者（
65
歳
以
上
）の
み
な
さ
ま

『
悩
み
』『
疑
問
』『
相
談
ご
と
』

１
人
で
か
か
え
こ
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？

高
齢
者（
65
歳
以
上
）の
み
な
さ
ま

『
悩
み
』『
疑
問
』『
相
談
ご
と
』

１
人
で
か
か
え
こ
ん
で
い
ま
せ
ん
か
？
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●
日
　
時　

８
月
６
日(

土)

〜
７
日(

日)

　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

※
内
容
に
よ
り
時
間
は
異
な
り
ま
す
。

●
場
　
所　

矢
板
市
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
北
校

●
内
　
容　

学
習
成
果
発
表(
６
日)

、
演

　

芸
発
表(

７
日)

、
作
品
展
示
、
バ
ザ
ー
、

　

そ
ば
打
ち
実
演(

７
日)

、
パ
ソ
コ
ン
体

　

験
な
ど
。

※
子
ど
も
か
ら
ご
年
配
の
方
ま
で
楽
し
め

　

る
内
容
で
す
。
詳
細
は
左
記
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校
北
校

　
　

矢
板
市
矢
板
５
４

　
　
　

０
２
８
７(

４
３)

９
０
１
０

　

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
で
は
、
医
師
や

看
護
師
な
ど
が
無
料
で
身
体
の
こ
と
に
つ

い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

相
談
内
容
は
、
医
療
相
談
・
身
障
手
帳
・

補
装
具
な
ど
障
害
に
関
す
る
内
容
と
な
り

ま
す
。

　

相
談
会
に
は
事
前
に
予
約
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
市
福
祉
課
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
相
談
を
受
け
る
方
は
事
前
に
生

活
状
況
調
査
票
を
郵
送
で
送
付
い
た
し
ま

す
の
で
、
記
入
し
当
日
持
参
く
だ
さ
い
。

●
日
　
時

　

11
月
２
日(

水)

午
後
２
時
〜
４
時

●
場
　
所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

　

１
階
集
団
検
診
室

●
申
込
締
切　

10
月
14
日(

金)

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
支
援
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
２
１

　

「
ひ
な
げ
し
の
会
」
は
、
介
護
者
研
修

会
を
き
っ
か
け
に
発
足
し
た
認
知
症
の
介

護
を
し
て
い
る
家
族
の
会
で
す
。

　

介
護
し
て
い
る
中
で
の
悩
み
や
情
報
交

換
な
ど
、
本
音
で
話
が
で
き
る
場
で
す
。

○
自
分
の
た
め
に
「
ほ
っ
と
一
息
」
つ
く

　

時
間
を
も
っ
て
み
ま
せ
ん
か

○
介
護
者
が
そ
れ
ぞ
れ
先
生
で
す
。
情
報

　

交
換
し
ま
せ
ん
か

○
介
護
者
仲
間
が
一
番
分
か
り
合
え
ま
す

○
そ
し
て
か
し
こ
く
介
護
保
険
を
利
用
し

　

ま
し
ょ
う

●
８
月
・
９
月
開
催
日
時
・
場
所

○
大
田
原
市
福
祉
セ
ン
タ
ー(

西
部
地
域

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー)

・
８
月
20
日(

土)

○
大
田
原
市
保
健
セ
ン
タ
ー(

中
央
地
域

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー)

・
９
月
17
日(

土)

　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ

　

中
央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

２
０)

１
０
０
１

　

西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

２
０)

２
７
１
０

　

東
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

５
３)

１
８
８
０　

　

大
田
原
市
基
幹
型
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　

(

２
３)

８
７
５
７

　

福
祉
タ
ク
シ
ー
は
身
体
障
害
者
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
の
一
環
で
、
利
用
券
を
使
用

す
る
こ
と
で
、
基
本
料
金(

初
乗
分)

が
無

料
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
次
の
業
者
が
登
録
と
な
り

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
事
業
者
名　

福
祉
タ
ク
シ
ー
む
と
う

●
事
業
者
住
所　

　

那
須
塩
原
市
住
吉
町
５
‐
３
３

●
連
絡
先
　
０
２
８
７(
６
３)

１
９
１
２

●
登
録
日　

６
月
28
日

■
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課
福
祉
支
援
係

　
　
　

(

２
３)

８
９
２
１

　

５
か
月
〜
離
乳
食
完
了
期
を
対
象
と
し
た
、

離
乳
食
の
進
め
方
・
調
理
法
を
学
ぶ
教
室

で
す
。

●
日
　
時
　
８
月
24
日（
水
）

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
　
所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容　

講
話
・
実
習
（
デ
モ
ン
ス
ト

　

レ
ー
シ
ョ
ン
）

●
持
ち
物　
母
子
健
康
手
帳（
親
子
健
康
手
帳
）

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
母
子
健
康
係

　
　
　
（
２
３
）８
６
３
４

　

体
を
動
か
し
、
心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
　
時
　
８
月
23
日（
火
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分

●
場
　
所　

大
田
原
保
健
セ
ン
タ
ー

●
内
　
容　

講
話「
お
口
の
健
康
」

　

与
一
い
き
い
き
体
操

■
問
い
合
わ
せ

　

高
齢
い
き
が
い
課
介
護
予
防
係

　
　
　
（
２
３
）８
９
１
７

認
知
症
の
家
族
を
介
護
し
て

い
る
方
へ

「
ひ
な
げ
し
の
会
」の
案
内

栃
木
県
シ
ル
バ
ー
大
学
校

北
校
学
校
祭

身
体
障
害
者
巡
回
相
談
を

実
施
し
ま
す

大
田
原
市
福
祉
タ
ク
シ
ー

事
業
者
登
録
の
お
知
ら
せ

保
健
セ
ン
タ
ー
教
室
・
相
談

も
ぐ
も
ぐ
ご
っ
く
ん
教
室

※

要
電
話
予
約

お
た
っ
し
ゃ
ク
ラ
ブ

ひなげしの会
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福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

苦
情
や
相
談
は

栃
木
県
運
営
適
正
化
委
員
会
へ

　

利
用
し
て
い
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
、
事

前
に
説
明
さ
れ
た
内
容
や
契
約
内
容
と
違

っ
て
い
た
り
、
職
員
の
言
動
に
傷
つ
け
ら

れ
た
り
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
に
疑
問

や
不
満
を
感
じ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

　

栃
木
県
運
営
適
正
化
委
員
会
は
、
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
苦
情
を
解
決
す
る
た
め
、
利

用
者
や
家
族
な
ど
か
ら
の
苦
情
や
相
談
を

受
け
、
事
業
所
へ
の
調
査
や
話
し
合
い
に

よ
る
あ
っ
せ
ん
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
相
談
内
容
例

・
約
束
し
た
は
ず
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら

　

れ
な
い

・
支
援
の
仕
方
が
乱
暴
。
職
員
の
言
動
に  

　

傷
つ
け
ら
れ
た

・
も
う
少
し
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
守
っ
て
ほ

　

し
い
な
ど

●
相
談
方
法　

電
話
や
来
所
の
ほ
か
、
文

　

書
や
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

●
相
談
料
な
ど　

無
料

●
そ
の
他　

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
お
気

　

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
相
談
先
・
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
運
営
適
正
化
委
員
会

　
　

〒
３
２
０‐

８
５
０
８

　
　

宇
都
宮
市
若
草
１‐

１
０‐

６

　
　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ
内

　
　
　

０
２
８(

６
２
２)

２
９
４
１

　
　
　

０
２
８(

６
２
２)

２
３
１
６

　
　
　

asu.sw
@
dream

.ocn.ne.jp

●
日　

時　

８
月
６
日(

土)

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時

●
場　

所　

と
ち
ぎ
福
祉
プ
ラ
ザ

　

(

宇
都
宮
市
若
草
１‐

１
０‐

６)

●
内　

容

【
福
祉
の
し
ご
と
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
】

　

午
前
９
時
30
分
〜
正
午

①
「
福
祉
の
職
場
で
働
く
意
義
・
魅
力
、

　

  

求
め
ら
れ
る
人
材
像
」

　
  

講
師　

佐
野
短
期
大
学
教
授

　
　
　
　

  

山
田　

昇
氏

②
「
就
職
活
動
の
心
得
〜
面
接
の
マ
ナ
ー
、

　

  
自
己
ア
ピ
ー
ル
法
な
ど
」

　

  

講
師　

ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
と
ち
ぎ

　
　
　
　

  
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

【
合
同
面
談
会
】

　

午
後
１
時
〜
４
時

・
福
祉
施
設
、
事
業
所
の
採
用
担
当
者
と

　

の
個
別
面
談

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
ナ
ー
ス
バ
ン
ク
、
福

　

祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
求
職
相
談
、

　

資
格
相
談
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

に
よ
る
職
業
相
談

・
介
護
事
業
所
の
職
場
環
境
の
改
善
な
ど

　

の
相
談　

な
ど

●
参
加
費　

無
料

※

詳
細
に
つ
い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
社
会
福
祉
協
議
会　

福
祉
人
材
・

　

研
修
セ
ン
タ
ー

　
　
　

０
２
８(

６
４
３)

５
６
２
２

　

宇
都
宮
公
共
職
業
安
定
所(

ハ
ロ
ー
ワ

　

ー
ク
宇
都
宮)

　
　
　

０
２
８(

６
３
８)

０
３
６
９

　

市
内
の
保
育
園
は
、
定
員
超
過
並
び
に

待
機
児
童
増
加
の
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
で
は
保
育
園
に
在
園
す
る
児
童
が
幼
稚

園
に
転
園
す
る
場
合
、
転
園
に
伴
う
経
費

な
ど
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
に
よ
り
保

護
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
と
と
も
に
待
機

児
童
等
の
解
消
を
図
る
こ
と
と
い
た
し
ま

し
た
。

●
補
助
の
内
容

○
転
園
し
た
３
歳
未
満
児
へ
の
補
助

　

幼
稚
園
は
子
育
て
支
援
事
業
の
一
環
と

　

し
て
２
歳
児
か
ら
受
け
入
れ
て
い
ま
す

　

が
、
３
歳
未
満
児
は
就
園
奨
励
費
補
助

　

金
対
象
外
の
た
め
満
3
歳
に
達
す
る
ま

　

で
保
育
料
の
一
部
を
市
民
税
所
得
割
額

　

に
応
じ
保
護
者
に
補
助
し
ま
す
。

・
市
民
税
所
得
割
額
が
３
万
４
５
０
０
円

　

以
下
の
世
帯

　

月
額　

１
万
５
０
０
０
円

・
市
民
税
所
得
割
額
が
３
万
４
５
０
０
円

　

を
超
え
る
世
帯

　

月
額　

８
０
０
０
円

○
転
園
し
た
３
〜
５
歳
児
へ
の
補
助

　

保
育
園
と
幼
稚
園
の
保
育
料
の
差
額
解

　

消
を
目
的
に
、
就
園
奨
励
費
補
助
金
の

　

上
乗
せ
と
し
て
市
民
税
所
得
割
額
に
応

　

じ
保
護
者
に
補
助
し
ま
す
。

・
市
民
税
所
得
割
額
が
３
万
４
５
０
０
円

　

以
下
の
世
帯

　

年
額　

５
万
円

○
転
園
し
た
児
童
の
入
園
料
に
対
す
る
補

　

助
金

　

幼
稚
園
に
入
園
す
る
際
の
入
園
料
の
一

　

部
を
保
護
者
に
補
助
し
ま
す
。

　

１
人
あ
た
り
３
万
円

○
転
園
し
た
児
童
が
預
か
り
保
育
を
利
用

　

す
る
場
合
に
対
す
る
補
助

　

預
か
り
保
育(

通
常
・
夏
休
み
等
の
長

　

期
休
業
時)

を
利
用
す
る
場
合
、
幼
稚

　

園
に
利
用
料
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と

　

に
よ
り
保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
り
ま

　

す
。

・
通
常　

日
額　

２
５
０
円

・
長
期
休
業
時　

日
額　

１
０
０
０
円

　

(

通
常
・
長
期
休
業
時
と
も
、
預
か
り

　

保
育
の
保
育
料
を
限
度
と
す
る
。)

※

こ
の
補
助
制
度
は
、
保
育
園
に
在
園
す

　

る
児
童
が
10
月
１
日
以
降
、
幼
稚
園
に

　

転
園
し
た
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
こ
ど
も
課
保
育
係
ま
で
お
問

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
保
育
係

　
　
　

(

２
３)

８
７
６
９

福
祉
の
就
職
総
合
フ
ェ
ア

２
０
１
１　

と
ち
ぎ

保
育
園
か
ら
幼
稚
園
へ
転
園

す
る
児
童
に
対
す
る

補
助
制
度
に
つ
い
て

in
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●
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
の
離
婚
・
父
親
ま
た
は
母
親
の
死

亡
な
ど
に
よ
っ
て
、
父
親
ま
た
は
母
親
と

生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な
い
児
童
や
、
父

親
ま
た
は
母
親
に
重
度
の
障
害
の
あ
る
児

童
が
、
心
身
と
も
に
す
こ
や
か
に
育
成
す

る
こ
と
を
目
的
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

●
支
給
要
件
は

　

日
本
国
内
に
住
所
が
あ
っ
て
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
(18
歳
に
達
す

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31
日
ま
で
の
間

に
あ
る
者
、
ま
た
は
20
歳
未
満
で
政
令
の

定
め
る
程
度
の
障
害
の
状
態
に
あ
る
者
)

を
監
護
し
て
い
る
方
(母
子
家
庭
の
母
、

父
子
家
庭
の
父
、
母
や
父
に
代
わ
っ
て
養

育
し
て
い
る
方
)に
支
給
。

・
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
一
定
程
度
の
障
害
の
状

　

態
に
あ
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い

　

児
童

・
父
ま
た
は
母
が
引
き
続
き
１
年
以
上
遺

　

棄
し
て
い
る
児
童

・
父
ま
た
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続
き

　

１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し
た
児
童

・
父
母
と
も
に
不
明
な
児
童

●
手
当
額

　

受
給
資
格
者
(ひ
と
り
親
家
庭
の
父
や

　

母
な
ど
)が
監
護
養
育
す
る
子
ど
も
の

　

数
や
受
給
資
格
者
の
所
得
な
ど
に
よ
り

　

決
め
ら
れ
ま
す
。

○
児
童
１
人
の
場
合

　

４
万
１
５
５
０
円
〜
９
８
１
０
円

※
児
童
が
２
人
の
場
合
は
、
５
０
０
０
円

　

加
算
。
３
人
目
か
ら
は
、
児
童
１
人
に

　

つ
き
３
０
０
０
円
加
算
。

●
受
給
す
る
た
め
に
は

　

こ
ど
も
課
に
申
請
が
必
要
で
す
。
支
給

　

要
件
、
手
当
額
、
支
給
開
始
月
な
ど
の

　

確
認
が
必
要
で
す
。
ま
ず
は
こ
ど
も
課

　

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【８
月
は
児
童
扶
養
手
当
の
現
況
届
提
出

月
で
す
】

　

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
資
格
を
引
き
続

き
得
る
た
め
に
は
、
現
況
届
の
提
出
が
必

要
で
す
。

　

受
給
資
格
者
は
、
次
の
期
間
中
に
忘
れ

ず
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間
お
よ
び
会
場

・
８
月
４
日
(木
)午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

黒
羽
支
所
２
階　

黒
羽
川
西
地
区
公
民

　

館
第
１
会
議
室

・
８
月
８
日
(月
)〜
11
日（
木
)

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　

市
役
所
東
別
館
１
階
会
議
室
(国
保
年

　

金
課
隣
り
)

・
右
記
期
間
後
は
市
役
所
東
別
館
２
階
、

　

こ
ど
も
課
窓
口
に
て
受
け
付
け
し
ま
す
。

　

(た
だ
し
、
土
・
日
を
除
く
)

※
湯
津
上
支
所
で
の
受
付
は
行
い
ま
せ
ん
。

●
持
参
す
る
も
の

　

健
康
保
険
証
(受
給
者
と
児
童
の
も
の
)な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

こ
ど
も
課
子
育
て
支
援
係

　
　
　

(２
３
)８
９
３
２

ご
存
知
で
す
か
？

児
童
扶
養
手
当

子育て支援情報
■問い合わせ　こども課子育て支援係   　（２３）８９３２

★開設時間
　午前の部    9:00～12:00
　午後の部  13:00～16:00

子育てサロン

つどいの広場

子育て支援センター

木曜日
★休館日:8/4、8/11、8/18、8/25　

子育てサロン のざき
(うすばアットホーム)

名称(場所)・開設時間・内容

つどいの広場 県北体育館
(県北体育館幼児体育室)

つどいの広場 さくやま
(旧さくやま保育園)

赤ちゃんから就園前までの
お子さんと保護者の交流の
場です

就園前のお子さんと保護者
が交流を図りながら育児相
談などを行うための場です

★開設時間 9:00～12:00

★開設時間 9:00～14:00

親子交流の場の提供や子育
ての悩みに関する相談・適
切なアドバイスを行います
　

開設曜日

月・水曜日　

火・木・金・第２土曜日
★休館日:8/9　

月・水・金・第４土曜日

子育てサロン かわにし
(川西高齢者ほほえみセンター)

すみよし子育て支援センター
(子育てプラザ館)

くろばね子育て支援センター
(くろばね保育園)

しんとみ子育て支援センター
(しんとみ保育園)

毎週  月～金曜日
　

子育てサロン かねだ
(金田北地区公民館) 火曜日　

ゆづかみ子育て支援センター
(ゆづかみ保育園)

各施設の利用にあたっては､ケ
ガや事故防止のため､お子さん
から目を離さないようお願いし
ます｡

（２３）８７２８

（２２）５５７７

（９８）３８８１

（５９）１０７７

＜８月１日(月)～８月31日(水)＞
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ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
は
、
い
つ
で
も
・
ど

こ
で
も
・
誰
で
も
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
で

す
。
市
で
は
、
市
民
一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
を

実
現
さ
せ
る
た
め
、「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会
」を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
自
治
公
民
館
の
役
員
の

方
な
ど
、
体
育
行
事
で
お
悩
み
の
方
に
は

参
考
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
老
若
男
女
だ

れ
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
例
年
行
っ
て
い
る
「
新
体
力
テ

ス
ト
」
も
同
日
に
開
催
し
ま
す
。
各
種
ニ

ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
体
験
し
た
後
は
、
新
体

力
テ
ス
ト
で
体
力
年
齢
を
調
べ
て
み
ま
し

ょ
う
。

●
日
　
時　

９
月
24
日(

土) 　

　

受
付
時
間
は
午
前
９
時
〜
正
午

●
場
　
所　

県
北
体
育
館

●
種
　
目　

ス
カ
イ
ク
ロ
ス
、
大
田
原
ボ

　

ー
ル
、
室
内
ペ
タ
ン
ク
、
フ
ロ
ア
ー
カ

　

ー
リ
ン
グ
、
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
、
シ
ャ
ッ

　

フ
ル
ボ
ー
ド

※

各
種
目
の
体
験
に
つ
い
て
は
、
あ
る
程

　

度
の
人
数
で
グ
ル
ー
プ
編
成
を
行
い
、

　

体
育
指
導
委
員
が
会
場
案
内
や
種
目
の

　

説
明
を
行
い
ま
す
。

●
そ
の
他　

新
体
力
テ
ス
ト
も
同
日
開
催
。

※

体
力
テ
ス
ト
だ
け
で
も
参
加
可
能
。

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス

　

ポ
ー
ツ
係
ま
で
申
し
込
み
。
申
し
込
み

　

の
際
は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
生
年

　

月
日
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
15
分
。

※

当
日
の
申
し
込
み
も
可
能
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

(

２
２)

８
０
１
７

　
　
　

(

２
２)

８
０
１
６

●
日
　
時　

９
月
１
日
・
８
日
・
15
日
・  

　

22
日
・
29
日
╱
10
月
６
日
・
13
日
・
20

　

日
・
27
日
╱
11
月
10
日(

全
10
回)

　

毎
週
木
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
　
所　

黒
磯
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部

●
講
　
師　

　

小
林
幸
太
郎
氏　

他
１
名

●
対
象
者
・
定
員　

市
内
在
住
の
女
性　

　

20
名(

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り)
※

経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

●
受
講
料　

１
万
７
０
０
０
円(
ラ
ウ
ン

　

ド
レ
ッ
ス
ン
料
、
保
険
料
を
含
む)

●
申
込
方
法　

８
月
15
日(

月)

か
ら
19
日

　

(

金)

ま
で
、
県
北
体
育
館
事
務
室
窓
口

　

で
先
着
順
に
受
け
付
け
。
受
付
時
間
は

　

初
日
は
午
前
９
時
か
ら
。
初
日
以
外
は

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
ま
で
。

※

代
理
者
が
申
し
込
む
場
合
、
代
理
者
１

　

名
に
つ
き
１
名
分
の
申
し
込
み
が
可
能

　

で
す
。
受
付
に
来
た
申
込
者
が
、
自
分

　

と
他
者
の
分
を
同
時
に
申
し
込
む
こ
と

　

は
で
き
ま
せ
ん
。

※

電
話
に
よ
る
申
し
込
み
は
不
可
。

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　

(

２
２)

８
０
１
７

●
主
　
催　

大
田
原
市
ゴ
ル
フ
の
ま
ち
づ

　

く
り
実
行
委
員
会

●
決
勝
大
会　

ニ
ュ
ー
・
セ
ン
ト
ア
ン
ド

　

リ
ュ
ー
ス
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
・
ジ
ャ
パ
ン

　

11
月
28
日(

月
）

●
予
選
会　

　

大
田
原
Ｇ
Ｃ　

９
月
８
日（
木
）

　
　
　
（
５
４
）２
１
２
１

　

那
須
黒
羽
Ｇ
Ｃ　

９
月
15
日（
木
）

　
　
　
（
５
４
）２
１
３
１

　

黒
磯
Ｃ
Ｃ　

９
月
20
日（
火
）

　
　
　
（
５
９
）０
２
１
１

　

Ｎ
Ｓ
Ａ
Ｊ　

９
月
27
日（
火
）

　
　
　
（
２
８
）１
１
９
１

　

琵
琶
池
Ｇ
Ｃ　

９
月
29
日（
木
）

　
　
　
（
２
８
）２
６
２
５

　

千
成
Ｇ
Ｃ　

10
月
７
日（
金
）

　
　
　
（
２
８
）１
１
０
０

　

東
那
須
Ｃ
Ｃ　

10
月
19
日（
水
）

　
　
　
（
９
８
）２
２
１
１

　

Ｇ
Ｃ
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ッ
ド

　
　

11
月
１
日（
火
）

　
　
　
（
５
４
）２
０
０
０

●
参
加
資
格　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま

　

す
。
市
外
在
住
の
方
も
参
加
可
。

●
決
勝
大
会
進
出
に
つ
い
て　

　

予
選
会
１
会
場
に
つ
き
、
最
大
26
名
が

　

決
勝
大
会
に
進
出
で
き
ま
す
。

①
グ
ロ
ス
全
体
上
位
者
２
名

　

シ
ニ
ア
２
名
・
女
性
２
名

②
ネ
ッ
ト
上
位
者
７
名

　

(

グ
ロ
ス
上
位
者
を
除
く
）

③
前
述
13
名
の
上
位
者
が
指
名
し
た
同
一

　

予
選
会
同
組
の
同
伴
者
13
名

●
競
技
方
法　

予
選
会
・
決
勝
大
会
と
も

　

に
、
18
ホ
ー
ル
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
新

　

ペ
リ
ア
方
式
。

※
予
選
会
は
複
数
回
参
加
す
る
こ
と
が
で

　

き
ま
す
。

●
参
加
費　

予
選
会
・
決
勝
大
会
と
も
各

　

１
０
０
０
円

※
別
途
プ
レ
ー
費
が
必
要

●
賞
　
品　
　
　

《
予
選
会
》
ネ
ッ
ト
、
グ
ロ
ス
で
そ
れ
ぞ

　

れ
賞
品
を
進
呈
。

《
決
勝
大
会
》　

・
ネ
ッ
ト
、
グ
ロ
ス
優
勝
者
に
対
し
、
お

　

お
た
わ
ら
カ
ッ
プ
、
副
賞
を
進
呈
。

・
飛
賞
で
賞
品
を
進
呈
。

・
特
別
賞
と
し
て
、
決
勝
大
会
参
加
者
の

　

中
か
ら
抽
選
で
次
の
旅
行
券
を
進
呈
。

①
ハ
ワ
イ
４
泊
６
日
ペ
ア
旅
行
券　

１
名

②
グ
ア
ム
３
泊
４
日
ペ
ア
旅
行
券　

１
名

③
ソ
ウ
ル
２
泊
３
日
ペ
ア
旅
行
券　

１
名

●
申
込
方
法　

参
加
を
希
望
す
る
予
選
会

　

場
に
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

各
予
選
会
場

※
問
い
合
わ
せ
の
み

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係　

　
　
　

(

２
２
）
８
０
１
７

２
０
１
１
ロ
ン
グ
ラ
ン
ゴ
ル
フ

コ
ン
ペ「
ゴ
ル
フ
の
ま
ち
お
お

た
わ
ら
カ
ッ
プ
」

第
14
回
大
田
原
市

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会
参
加
者
募
集

女
性
ゴ
ル
フ
教
室
受
講
生
募
集
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●
日　

時　

９
月
17
日
(土
）　

　

午
前
８
時
30
分
受
付
、
午
前
９
時
競
技

　

開
始

※
雨
天
の
場
合
は
、
状
況
に
よ
り
中
止
す

　

る
場
合
あ
り
。

●
場　

所　

黒
羽
運
動
公
園
多
目
的
広
場

　
（
運
動
場
）

●
競
技
内
容
・
方
法

　
「
ゴ
ル
ゲ
ー
ト
」と
は
、
ゴ
ル
フ
と
ゲ
ー

　

ト
ボ
ー
ル
を
合
わ
せ
た
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー

　

ツ
で
、
老
若
男
女
だ
れ
で
も
楽
し
め
る

　

ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

①
特
設
６
コ
ー
ス
・
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー

②
原
則
４
人
１
組
で
プ
レ
ー
し
、
個
人
戦

　

と
す
る
。

③
ル
ー
ル
は
、
ゴ
ル
ゲ
ー
ト
競
技
規
則
に
よ

　

る
。（
一
部
大
会
特
別
ル
ー
ル
を
適
用
）

●
参
加
資
格　

市
内
在
住
・
在
勤
者
、
そ

　

の
他
主
催
者
の
認
め
た
方

●
参
加
費　

無
料

●
申
込
方
法

　

８
月
31
日
(水
)ま
で
に
、
ス
ポ
ー
ツ
振

　

興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係
(県
北
体
育
館

　

内
)ま
で
申
し
込
み
。
申
し
込
み
の
際

　

は
、
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
生
年
月
日

　

を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

受
付
時
間
は
、
平
日
の
午
前
８
時
30
分

　

〜
午
後
５
時
15
分

■
問
い
合
わ
せ

　

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
市
民
ス
ポ
ー
ツ
係

　
　
　
（
２
２
）８
０
１
７

●
日　

時　

８
月
25
日(

木
)

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
１
時
30
分

●
場　

所　

親
園
地
区
公
民
館
(親
園
農

　

村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
)

●
内　

容

・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
お
に
ぎ
り
作
り
と
試
食
会

・
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト

●
定　

員　

市
内
在
住
の
親
子
15
組

●
参
加
費　

５
０
０
円
(保
険
費
)

●
持
参
す
る
も
の

　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾（
親
子
と
も
)

●
申
込
方
法

　

８
月
18
日
(木
)ま
で
に
生
涯
学
習
課
へ

　

電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
先
着
順
）

●
主　

催

　

大
田
原
市
家
庭
教
育
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー

　

ダ
ー
連
絡
会

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　
　
　

(９
８
)７
１
１
５

●
開
催
日
・
内
容

　

●
場　

所

　

市
総
合
文
化
会
館
第
２
会
議
室

●
対　

象

　

大
田
原
市
に
在
住
、
在
学
、
在
勤
の
方

　

で
、
４
回
の
講
座
に
出
席
可
能
な
方

●
定　

員　

50
名
程
度

●
申
込
期
間

　

８
月
１
日
(月
)〜
31
日
(水
)

※
受
講
案
内
に
つ
い
て
は
、
申
し
込
み
締

　

め
切
り
後
に
通
知
し
ま
す
。

※
応
募
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
と
さ
せ
て

　

い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
方
法

　

任
意
の
書
式
で
、
郵
便
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

　

メ
ー
ル
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み
。
住

　

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、「
４
回
連
続

　

男
女
共
同
参
画
講
座
受
講
希
望
」
と
明

　

記
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
の
際
の
個
人
情
報
は
、
連
絡

　

や
講
座
案
内
な
ど
の
目
的
以
外
に
は
使

　

用
い
た
し
ま
せ
ん
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

政
策
推
進
課
市
民
協
働
係

　

〒
３
２
４
‐
８
６
４
１

　

大
田
原
市
本
町
１
‐
４
‐
１　

　
　
　

(２
３
)１
３
８
９

　
　
　

(２
３
)８
７
４
７

　
　
　

seisaku@
city.ohtaw

ara.

　
　
　

tochigi.jp

平
成
23
年
度
男
女
共
同
参
画
講
座　

「
地
域
と
と
も
に
豊
か
に
生
き
る
」

受
講
者
募
集

第
６
回
大
田
原
市
ゴ
ル
ゲ
ー
ト

大
会
参
加
者
募
集

第
２
回
親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

参
加
者
募
集

（
集
ま
れ
ワ
イ
ワ
イ
子
育
て
広
場
）

９月15日
（木）１

２

３

４

10月11日
（火）

11月14日
（月）

12月１日
（木）

宇都宮大学教授　 陣内  雄次  氏13:30～
15:45

13:30～
15:30

13:30～
15:30

13:30～
15:45

アサーティブジャパン
認定講師　沢部  ひとみ  氏

演劇集団agasa代表
劇作・演出家　阿笠  清子  氏

開講式
地域で生きる、地域と生きる

山の動く日来たれ！
～今、男と女の生き方を問う～
※教材費として800円をご負担ください。

スムーズなコミュニケーション術
～言いたいこと、キチンと伝えられ
ますか？～

地域の中でありがとうをつなぐ
～「恩返し」から「恩送り」へ～

ＮＰＯ法人 ワーカーズわくわく
ＮＰＯ法人 市民センターよこはま
理事局　中野 しずよ 氏

№ 月　日 時　間 学習テーマ 講　師
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市
民
学
校「
エ
ク
セ
ル
入
門
」

受
講
生
募
集

　

道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
に
お
い
て
「
与

一
の
郷
夏
祭
り
」
が
実
施
さ
れ
る
の
に
伴

い
那
須
与
一
伝
承
館
の
開
館
時
間
を
延
長

し
ま
す
。

●
日
　
時　

　

８
月
20
日(

土
)

　

午
前
９
時
〜
午
後
７
時

※
入
館
は
午
後
６
時
30
分
ま
で

　

(

通
常
は
午
後
5
時
閉
館
)

●
対
象
施
設　

竹
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

　

与
一
伝
承
館
扇
の
的
劇
場
・
展
示
室

■
問
い
合
わ
せ

　

那
須
与
一
伝
承
館

　
　
　

(

２
０
)０
２
２
０　

●
日
　
時　

　

９
月
27
日(

火
)〜
10
月
27
日(

木
)

　

毎
週
火
・
木
曜
日

　

全
10
回　

午
後
７
時
〜
９
時

●
場
　
所　

　

大
田
原
東
地
区
公
民
館

●
講
座
内
容　

　

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
の
基
本
操
作
、

　

エ
ク
セ
ル
の
基
本
操
作
と
応
用　

ほ
か

●
対
象
者　

　

満
15
歳
以
上
の
市
内
在
住
・
在
勤
者

　

(

学
生
は
除
く
)

●
定
　
員

　

20
名

●
費
　
用　

　

教
材
費
２
０
０
０
円
程
度

●
募
集
期
間　

　

８
月
22
日(

月
)〜
26
日
（
金
)

●
受
付
時
間　

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

●
申
込
方
法　

　

募
集
期
間
内
に
大
田
原
東
地
区
公
民
館

　

に
あ
る
申
込
書
で
直
接
申
し
込
み
。
電

　

話
な
ど
に
よ
る
申
し
込
み
は
不
可
。

※
申
込
数
が
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
は
、

　

公
開
抽
選
で
受
講
者
を
決
定
し
、
申
込

　

者
に
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
公
開
抽
選　

９
月
５
日(

月
)午
前
９
時

　

か
ら
大
田
原
東
地
区
公
民
館
で
実
施

■
問
い
合
わ
せ

　
大
田
原
東
地
区
公
民
館

　
　
　

（
２
４
）
２
７
７
７

　

県
で
は
９
月
23
日(

金
)に
開
催
さ
れ
る

｢２
０
１
１
と
ち
ぎ
動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
｣に
て
｢う
ち
の
コ
(動
物
)見
て
見

て
！
コ
ン
テ
ス
ト
｣を
実
施
し
、
作
品
を

募
集
し
ま
す
。

●
募
集
要
項

・
ペ
ッ
ト
の
写
真

　

Ｌ
規
格
(１
２
７
㎜
×
89
㎜
)以
内
１
枚

・
申
込
方
法　

写
真
と
併
せ
て
申
込
用
紙

　

を
持
参
ま
た
は
郵
送
。

※
申
込
用
紙
は
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ

　

ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

　

ド
で
き
ま
す
。

・
審
査
方
法　

入
場
者
が
審
査
員
に
な
っ

　

て
、
一
番
気
に
入
っ
た
写
真
に
投
票
。

　

投
票
数
が
多
か
っ
た
上
位
10
名
程
度
を

　

入
賞
者
と
し
、
審
査
結
果
は
フ
ェ
ス
テ
ィ

　

バ
ル
終
了
後
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
発

　

表
。
応
募
者
全
員
に
参
加
賞
を
、
入
賞

　

者
に
は
賞
状
お
よ
び
記
念
品
を
郵
送
。

●
締
め
切
り　

　

８
月
31
日
(水
)必
着

●
そ
の
他

・
応
募
は
一
人
一
枚
ま
で
(応
募
写
真
は

　

返
却
し
ま
せ
ん
)

・
ペ
ッ
ト
の
種
類
や
写
真
に
写
っ
て
い
る

　

頭
数
は
問
い
ま
せ
ん

・
入
賞
作
品
は
来
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

会
場
に
掲
示

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
動
物
愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー

　

〒
３
２
１
‐
０
１
６
６

　

宇
都
宮
市
今
宮
４
‐
７
‐
８

　
　
　

０
２
８(

６
８
４
)５
４
５
８

　　

厚
生
労
働
省
で
は
、
本
年
７
月
31
日
現

在
で
、
常
用
労
働
者
を
１
人
か
ら
４
人
雇

用
し
て
い
る
事
業
所
を
対
象
に
、
毎
月
勤

労
統
計
調
査
特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
１
〜
４
人
の
常
用
労
働

者
を
雇
用
す
る
小
規
模
事
業
所
に
お
け
る

賃
金
、
労
働
時
間
及
び
雇
用
の
実
態
に
つ

い
て
全
国
及
び
都
道
府
県
別
に
明
ら
か
に

す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
お
り
、
結

果
は
小
規
模
事
業
所
の
実
態
を
示
す
資
料

と
し
て
最
低
賃
金
の
改
定
審
議
等
に
使
用

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、
８
月

か
ら
９
月
に
か
け
統
計
調
査
員
が
訪
問
し
、

調
査
票
の
内
容
を
お
聞
き
し
て
調
査
票
を

作
成
い
た
し
ま
す
。

　

調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、「
統
計

法
」に
よ
り
厳
し
く
秘
密
が
守
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
統
計
以
外
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る

こ
と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
多
忙
の
こ
と
と
は
存
じ
ま
す
が
、
調

査
の
重
要
性
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ま
し
て
、

ご
回
答
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

栃
木
県
県
民
生
活
部
統
計
課

　

人
口
労
働
統
計
担
当

　
　
　

０
２
８(

６
２
３
)２
２
４
６

２
０
１
１
と
ち
ぎ
動
物
愛
護

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

８
月
20
日
那
須
与
一
伝
承
館

開
館
時
間
延
長

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

協
力
の
お
願
い
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農
業
分
野
に
お
い
て
地
球
温
暖
化
防
止

や
生
物
多
様
性
保
全
と
い
っ
た
環
境
保
全

効
果
の
高
い
営
農
活
動
に
取
り
組
む
農
業

者
に
対
し
て
直
接
支
援
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
に
向
け
て
今
年
度
か
ら

取
り
組
み
を
開
始
す
る
方
も
実
施
計
画
書

の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
支
援
対
象
者

　

販
売
を
目
的
と
し
て
生
産
を
行
う
農
業

　

者
、
集
落
営
農(

農
業
者
グ
ル
ー
プ)

で

　

下
記
の
要
件
を
満
た
す
方
が
支
援
の
対

　

象
に
な
り
ま
す
。

①
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
の
認
定
を
受
け
て
い

　

る
こ
と
。

②
農
業
環
境
規
範
に
基
づ
く
点
検
を
行
っ

　

て
い
る
こ
と
。

●
支
援
の
対
象
と
な
る
取
組

①
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
５
割
低

　

減
＋
カ
バ
ー
ク
ロ
ッ
プ
の
作
付

②
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
５
割
低

　

減
＋
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ
ま
た
は
草
生
栽
培

③
化
学
肥
料
、
化
学
合
成
農
薬
の
５
割
低

　

減
＋
冬
期
湛
水
管
理

④
有
機
農
業

●
支
援
の
水
準

　

交
付
金
は
10
ａ
当
た
り
上
限
８
０
０
０

　

円(

国
４
０
０
０
円　

県
２
０
０
０
円

　

市
２
０
０
０
円)

と
な
り
ま
す
。

●
申
請
期
限　

　

８
月
31
日（
水
）ま
で
。

※

詳
細
は
農
政
課
農
産
園
芸
係
ま
で
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

農
政
課
農
産
園
芸
係

　
　
　

(

２
３)

８
２
９
２

【
試
験
講
習
会
】

●
日
　
時

　

10
月
20
日(
木)
午
後
２
時
〜
４
時

●
場
　
所　

　

東
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル

　

(

宇
都
宮
市
中
今
泉
３‐
５‐

１)

【
試
　
験
】

●
日
　
時

　

11
月
２
日(

水)

午
後
２
時
〜
４
時

●
場
　
所　

　

栃
木
県
自
治
会
館

　

(

宇
都
宮
市
昭
和
１‐

２‐

１
６)

●
申
込
用
紙
の
配
布　

　

８
月
18
日(

木)

以
降
に
財
団
法
人
栃
木  

　

県
建
設
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
大

　

田
原
市
下
水
道
課(

水
道
庁
舎)

で
配
布
。

●
申
込
受
付
期
間　

　

９
月
１
日(

木)

〜
30
日(

金)
※

当
日
消
印
有
効

●
申
込
先　

　

財
団
法
人
栃
木
県
建
設
総
合
技
術
セ
ン

　

タ
ー

●
そ
の
他

　

受
験
資
格
に
つ
い
て
は
、
申
込
用
紙
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

財
団
法
人
栃
木
県
建
設
総
合
技
術
セ
ン

　

タ
ー　

研
修
課

　
　

〒
３
２
１‐

０
９
７
４

　
　

宇
都
宮
市
竹
林
町
１
０
３
０‐

２

　
　
　

０
２
８(

６
２
６)

３
１
８
７

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済(

中
退
共)

制
度

と
は
、
中
小
企
業
の
た
め
の
退
職
金
制
度

で
す
。
掛
金
助
成
や
税
法
上
の
優
遇
が
受

け
ら
れ
、
社
外
積
立
な
の
で
管
理
も
簡
単

で
す
。

　

退
職
金
は
ぜ
ひ
中
退
共
に
お
ま
か
せ
く

だ
さ
い
。

●
加
入
で
き
る
企
業

・
一
般
業
種(

製
造
・
建
設
業
な
ど)

　

常
用
従
業
員
数
３
０
０
人
以
下
ま
た
は

　

資
本
金
・
出
資
金
３
億
円
以
下

・
卸
売
業

　

常
用
従
業
員
数
１
０
０
人
以
下
ま
た
は

　

資
本
金
・
出
資
金
１
億
円
以
下

・
サ
ー
ビ
ス
業

　

常
用
従
業
員
数
１
０
０
人
以
下
ま
た
は

　

資
本
金
・
出
資
金
５
千
万
円
以
下

・
小
売
業

　

常
用
従
業
員
数
50
人
以
下
ま
た
は
資
本

　

金
・
出
資
金
５
千
万
円
以
下

※

詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

　

い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
　
　

０
３(

３
４
３
６)

０
１
５
１

　
　
　

http://chutaikyo.taisyokukin.

　
　
　

go.jp/

○
納
期
限
の
８
月
31
日(

水)

ま
で
に
納
付

　

し
て
く
だ
さ
い
。

○
簡
単
便
利
な
口
座
振
替
も
ご
利
用
い
た

　

だ
け
ま
す
。
お
申
し
込
み
は
大
田
原
県

　

税
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

(

９
月
末
ま
で
に
お
申
し
込
み
い
た
だ

　

け
れ
ば
、
２
期
分(

11
月
分)

か
ら
口
座

　

振
替
と
な
り
ま
す
）

■
問
い
合
わ
せ

　

大
田
原
県
税
事
務
所　

課
税
課

　
　
　

０
２
８
７(

２
３)

４
１
７
２

環
境
保
全
型
農
業
直
接
支
払

支
援
対
策
事
業
に
つ
い
て

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任

技
術
者
試
験
講
習
会
お
よ
び

試
験
の
お
知
ら
せ

退
職
金
の
悩
み「
中
退
共
」で

解
決
し
ま
せ
ん
か
？

８
月
は
個
人
事
業
税（
１
期
分
）

の
納
付
月
で
す
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開館  平　日 9:00～17:00
時間  土日祝 9:00～17:00

http://www.city.ohtawara.tochigi.jp/9,421,36,148.html

図書館のホームページ上で蔵書の予約ができます。
パスワードなどの登録は図書館カウンターに申請してください。

　男　　３７,２３８人
　女　　３７,７８９人
　計　　７５,０２７人
世帯数　２６,９６５世帯

住民基本台帳人口＋外国人数

統計調査に基づく人口

６月中の異動(住民基本台帳による)

◆人口の動き(７月１日現在)

　男　　３９,１９８人
　女　　３７,８８６人
　計　　７７,０８４人
世帯数　２８,１４６世帯

転入 199 人   転出 177 人 
出生   55 人   死亡   66 人

救急車の適正利用に
　　　　　ご協力ください

[ 救急出場件数 ]

０件
０件
０件
０件

６件
３件
８件
１７件
0千円

３６,４７５千円

◆火災･救急 ６月分
[火災発生件数 ]

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)

(　　　   　  　　　　  )

建　物
林　野
その他
　計　
損害額

１２８件
８００件
３５３件

　　　　　　　　１,２８１件

１４件
１３１件
５４件
 １９９件

(　  　　　　)
(　　  　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

交 通
急 病
その他
　計　

◆交通事故 ６月分
１０７件
０人

１４０人
９７４件

１５件
０人
１９人
 １５９件

(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)
(　  　　　　)

人身事故
死　者
負傷者
物件事故

火災発生時の情報をお知らせします
消防署テレフォンサービス消防署テレフォンサービス

●日　　時　８月17日(水)  午前９時30分～10時30分
●電話番号　０１２０ －１８８９１１(フリーダイヤル・固定電話専用)
※指定日時以外および携帯電話からのお電話は随時秘書課でお受けします。
■問い合わせ　秘書課広報広聴係　　(２３)８７００
　

　津久井市長が、皆さんからのご意見・ご要望をお聞きします。

もしもし 市長さんもしもし 市長さんもしもし 市長さん お気軽に
お電話ください

《ピノキオおはなし会》

(23)4560 開館  平　日 8:30～18:30
時間  土日祝 8:30～17:30  
　　  

(59)0855 開館  平　日 9:30～18:30
時間  土日祝 9:30～17:30

(98)7037

《こどものつどい》
※住民基本台帳人口
　日本国籍を有する者で、国内の
市町村に住所を定めている者とし
て、当該市町村の住民基本台帳に
記載されている者の数およびそれ
らの者が構成している世帯の数。
※統計調査に基づく人口
　国勢調査を基に推計した人口。

●日　時　８月７日(日)
　　　　　　　14日(日)
　　　　　　　21日(日)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階
　　　　　児童クラブ室　
●出　演　ピノキオ会員の皆さん
●内　容　絵本の読み聞かせ､紙しばい、工作 など

●日　時　８月13日(土)
　　　　　午後２時～３時
●会　場　大田原図書館１階
　　　　　児童クラブ室　
●出　演　ガールスカウトの皆さん
●内　容　ブックトーク､紙しばい、工作 など

《お知らせ》
９月30日まで大田原図書館の開館時間が１時間早くなりました。

《ダンボールでＡＳＩＭＯ（アシモ）をつくろう！》
●日　　時　８月27日(土)
　　　　　　午後２時～４時
●会　　場　黒羽図書館２階
　　　　　　視聴覚室　
●講　　師　本田技研工業株式会社
●対　　象　小学生以上（親子での参加も可）
●定　　員　先着50名
●参  加  費　無料
●申込方法　黒羽図書館カウンターまたは電話で申し込み。

８月の｢コアラおはなし会｣はお休みです。

※「交通事故｣  ｢火災・救急｣
　の(   )内の数字は、平成23
　年１月からの累計です。

図書館・統計
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芭蕉の館・彫刻周遊

　
『
お
く
の
ほ
そ
道
』の
旅
の
中
で
、芭
蕉

と
曾
良
は
元
禄
２
年（
１
６
８
９
）４
月
３

日（
新
暦
５
月
21
日
）か
ら
４
月
16
日（
同

６
月
３
日
）ま
で
の
14
日
間
、
余
瀬
を
含
む

黒
羽
に
滞
在
し
ま
し
た
。彼
ら
を
迎
え
た

中
心
人
物
は
、
黒
羽
藩
城
代
家
老
浄
法
寺

高
勝
と
そ
の
弟
で
同
藩
士
の
鹿
子
畑
豊
明

で
し
た
。高
勝
は
桃
雪
・
秋
鴉
、
豊
明
は
翠

桃
を
俳
号
と
す
る
蕉
門
の
俳
人
で
も
あ

り
、
芭
蕉
は
桃
雪
邸（
黒
羽
城
三
の
丸
の
一

角
）に
８
泊
、
翠
桃
邸（
余
瀬
）に
５
泊
し
て

い
ま
す
。

　

黒
羽
に
お
け
る
芭
蕉
の
足
跡
と
し
て

は
、
ま
ず
４
月
５
日
の
雲
巌
寺
詣
で
が
あ

り
ま
し
た
。雲
巌
寺
は
鎌
倉
時
代
に
仏
国

国
師（
後
嵯
峨
天
皇
皇
子
）が
再
建
し
た
臨

済
宗
の
名
刹
で
、
芭
蕉
に
と
っ
て
は
参
禅

の
師
仏
頂
禅
師（
鹿
島
根
本
寺
住
職
）が
修

行
の
た
め
同
寺
裏
山
に
庵
を
設
け
て
い
た

と
い
う
縁
が
あ
っ
た
の
で
す
。仏
頂
「
山
居

跡
」
訪
問
に
よ
り
、〈
木
啄
も
庵
は
破
ら
ず

夏
木
立
〉の
句
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

４
月
９
日
に
は
余
瀬
の
光
明
寺
を
訪
ね

て
い
ま
す
。同
寺
は
修
験
道
の
寺
院
で
、
住

職
津
田
源
光
は
高
勝
・
豊
明
の
義
理
の
兄

弟
で
し
た
。芭
蕉
は
同
寺
で
着
想
を
得
て
、

名
句〈
夏
山
に
足
駄
を
拝
む
首
途
か
な
〉を

詠
み
ま
し
た
。

　

４
月
12
日
に
は
歌
枕「
那
須
の
篠
原
」を

訪
れ
、
平
安
期
の
伝
説
に
登
場
す
る
九
尾

の
狐
を
祀
っ
た
と
い
う「
玉
藻
の
前
の
古

墳
」や
中
世
武
士
の
武
芸
鍛
錬
の
場
と
い

う「
犬
追
物
の
跡
」を
巡
見
。翌
日
は
八
幡

宮（
那
須
神
社
）に
詣
で
、地
元
の
人
か
ら

那
須
与
一
の
話
を
聞
い
て
い
ま
す
。芭
蕉

は
黒
羽
で
中
世
の
歴
史
ロ
マ
ン
に
思
い
を

は
せ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
芭
蕉
の
黒
羽
滞
在
中
の
特
筆
す

べ
き
出
来
事
と
し
て
、
歌
仙
を
巻
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。歌
仙
と
は
36
句
か
ら
な

る
連
句
の
こ
と
で
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の

旅
で
芭
蕉
は
各
地
の
俳
人
ら
と
13
回
歌
仙

を
巻
い
て
い
ま
す
。そ
の
一
回
目
が
余
瀬

の
翠
桃
邸
で
の
も
の
で
、
歌
仙
に
は
芭
蕉

と
曾
良
の
他
、桃
雪
・
翠
桃
兄
弟
、津
久
井

翅
輪
、
森
田
二
寸
、
蓮
実
桃
里
が
参
加（
後

半
の
三
人
は
庶
民
）。黒
羽
に
お
け
る
俳
壇

の
存
在
を
示
唆
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
こ

と
も
芭
蕉
を
長
逗
留
さ
せ
る
素
地
と
な
っ

て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

■
問
い
合
わ
せ

　

黒
羽
芭
蕉
の
館　
　
（
５
４
）４
１
５
１

黒
羽
芭
蕉
の
館
だ
よ
り
⑥

黒
羽
芭
蕉
の
館
だ
よ
り
⑥

黒
羽
に
お
け
る
芭
蕉
の
足
跡

そ　

ら

よ　

ぜ
じ
ょ
う
ぼ
う
じ

か 

の 

こ 

は
た 
と
よ
あ
き

き
ゅ
う
び

た
ま  

も

い
ぬ
お
う
も
の

た
か
か
つ

と
う
せ
つ

し
ょ
う
も
ん し

ゅ
う
あそ

く
せ
き

こ
く  

し

ご　

さ　

が

ぶ
っ
ち
ょ
う
ぜ
ん
じ

ぶ
っ
こ
く

こ
ん
ぽ
ん

こ
う
み
ょ
う

き
つ
つ
き

げ
ん
こ
う

あ
し  

だ

か
ど  

で

あ
と

い
お

さ
ん
き
ょ
の

し  

り
ん

と
う  

り

と
う
り
ゅ
う

か  

せ
ん

に　

き

す
い

と
う

ま
つ

芭蕉の広場入口に立つ
「おくのほそ道（黒羽）」文学碑

彫  刻
周  遊

このコーナーは、「那須野が
原国際彫刻シンポジウム」で
公開制作、設置された作品と
その作者を連載で紹介します。

市内で作られた作品とその作者

14

■問い合わせ
　文化振興課文化振興係　　(２３)８７１８

　この作品は、ふれあいの丘の芝生広場の南側
に並ぶ彫刻群のうちの一つです。

　生命、地球、宇
宙、すべての始ま
りは混沌（こんと
ん）とした世界と
いわれるが、それ
は一体どんなもの
であったのか、人
間はそれをどこま
で解明できるのか、
作者は自問するこ
とから始まります。
　球体の一部があ
たかも水面と化し、
そこに同心円の波
紋が広がり、それ
がまた、円盤の上
に同様の波紋を描

きながら浮遊しているよう
にも見えます。「宇宙のゆ
らぎとイメージの混沌」を
表現したというこの作品を、
ぼんやり眺めたりなでたり
しながら、「色々な事に想
いを馳せてほしい」と願い
を込めています。
　作者は1957年群馬県生ま
れの小渕俊夫氏。多摩美術
大学彫刻科および同大学大学院を修了。現在は

東京都町田市にアト
リエを構えています。
本市の彫刻シンポジ
ウム後も、展覧会へ
の出品や各地のシン
ポジウムなどに積極
的に参加しており、
近年は「古生物」や
「進化」をテーマに
した作品づくりに取
り組んでいます。

設置場所案内図（★印）

★

シャトー
エスポワール
シャトー・
エスポワール

芝生広場
芝生
広場

ふれあいの丘

駐
車
場

多目的広場

小渕　俊夫 1998年
お   ぶち　　 とし   お

カオスの始まり

小渕 俊夫 氏小渕 俊夫 氏



ハーモニーホール
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●クラシック・サマーシリーズ⑧
　ハーモニーホールフェスティバル①
　合唱フェスティバル

●クラシック・サマーシリーズ⑧
　ハーモニーホールフェスティバル①
　合唱フェスティバル

日時・会場 ９月４(日)/大ホール
午後２時開演  

●入場料　200円（８月５日から発売）
●出演団体　
　混声合唱団「かでんつ」、コーラスブーケ、大田原シ
　ルバーコーラス、那須野が原ハーモニーホール合
　唱団、コール・ルネッサ、南コーラスコスモス、東芝
　ＭＳコール、那須野が原少年少女合唱団、女声コー
　ラス・コールラフォーレ（予定）

♪山形交響楽団が当ホールに初登場。指揮は当ホール
　オーケストラ講座の音楽監督でもある大井剛史。　
　また、ソリストに那須町在住の山形由美を迎えます。

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

日時・会場 ９月22日(木)/大ホール
午後７時開演
S席5,000円（友の会4,500円）
A席4,000円（友の会3,600円）
B席3,000円（友の会2,700円）
C席2,000円（友の会1,800円）

※学生はS,A席のみ2,000円引きでお求めいただけます。
※入場は就学児以上とさせていただきます。
[予定曲目]
　♪ベートーヴェン：序曲「レオノーレ」 第３番   op.72b　
　♪モーツァルト：フルート協奏曲 第２番 K.314 
　♪フランク：交響曲二短調
[公開リハーサル]
　オーケストラの練習風景をご覧いただけます。
　９月21日（水）/大ホール
　　１回目　午後１時45分～２時45分
　　２回目　午後３時～４時
　練習曲目：フランク「交響曲二短調」
　※入場の際には９月22日のチケットが必要です。

●クラシック・サマーシリーズ⑥
　第18回マラソンコンサート
●クラシック・サマーシリーズ⑥
　第18回マラソンコンサート
日時・会場 ８月19日(金)午前11時開演

　　20日（土）午前10時開演
大ホール
入場無料（入場整理券配布中）

●出演予定　19日：53組64名、20日：64組77名 

●クラシック・サマーシリーズ⑨
　那須フィルハーモニー管弦楽団特別演奏会
●クラシック・サマーシリーズ⑨
　那須フィルハーモニー管弦楽団特別演奏会

500円
小・中学生無料（要予約申込）　

チ ケ ッ ト
自 由 席

日時・会場

９月18日(日)
大ホール
午後２時開演

　指 揮  大井剛史  / フルート  濱崎麻里子
●予定曲目　
　♪ベルリオーズ：序曲「ローマの謝肉祭」
　♪ライネッケ：フルート協奏曲　ニ長調
　♪ドヴォルザーク：交響曲第8番ト長調

※入場は就学児以上とさせていただきます。

那須フィルハーモニー管弦楽団

●アキラさんとまこと君～ふたりのオーケストラ2011～
　ピアノ 宮川彬良  vs  平原まこと サックス
　永遠に勝ち負けの無い二人の心音バトル！

●アキラさんとまこと君～ふたりのオーケストラ2011～
　ピアノ 宮川彬良  vs  平原まこと サックス
　永遠に勝ち負けの無い二人の心音バトル！

日時・会場

チ ケ ッ ト
全 席 指 定

10月２日(日)
午後３時開演/大ホール
一般  3,500円(友の会 3,200円)
小・中学生  1,500円

※入場は就学児以上とさせていただきます。
●予定曲目　風のオリヴァストロ、ニュー・シネ
　マ・パラダイス、サッちゃん  ほか

♪大田原市・那須塩原市を中心に活動している合唱グ
　ループが出演します。

昨年行われた
コンサート
昨年行われた
コンサート

●クラシック・サマーシリーズ⑩
　山形交響楽団那須野が原特別演奏会
　～山形から那須へのシンフォニー～

●クラシック・サマーシリーズ⑩
　山形交響楽団那須野が原特別演奏会
　～山形から那須へのシンフォニー～

チケット好評発売中!チケット好評発売中!

指揮
大井剛史

ピアノ
宮川彬良

フルート
山形由美

サックス
平原まことⒸMikako ISHIGUROⒸToru Koike



『広報おおたわら』に掲載の写真をご希望の方は秘書課広報広聴係　   （２３）８７００までご連絡ください。
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６月18日～26日  ブルーベリーまつり
（道の駅那須与一の郷）  

市で栽培の推進を図っているブルーベリーが主役のブ
ルーベリーまつりが行われました。苗木の販売やブル
ーベリー加工商品の販売のほか、果実の試食も行われ、
ブルーベリーの種類による味の違いや生産者による味
の違いを食べ比べて楽しむことができました。

６月27日～７月１日  高齢者作品展示会
（大田原保健センター）

ぬり絵・手芸作品などを中心に64名99点の作品が展
示され、出品者には、今年100歳を迎える方も。
ペットボトルやはぎれなど身近にある物を再利用し
た作品も多く、さまざまな工夫がほどこされた素敵
な作品ばかりでした。

開催期間：６月18日(土)～７月10日(日)開催期間：６月18日(土)～７月10日(日)

特産品の販売などが行われた味彩（あじさい）通り特産品の販売などが行われた味彩（あじさい）通り

震災にも負けず今年も咲き誇ったアジサイ（黒羽城址公園内）震災にも負けず今年も咲き誇ったアジサイ（黒羽城址公園内）

第19回
芭蕉の里くろばね紫陽花まつり
第19回
芭蕉の里くろばね紫陽花まつり
第19回
芭蕉の里くろばね紫陽花まつり

黒羽城址公園までの通路はアジサイの回廊に黒羽城址公園までの通路はアジサイの回廊に

１曲プレゼント  国際医療福祉大生による『二人のための音楽会』１曲プレゼント  国際医療福祉大生による『二人のための音楽会』

子どもたちも出演『郷土芸能披露』（堀之内囃子会）
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